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序

この報告書は，福岡県教育委員会が日本国有鉄道の委託を受けて昭和46年度か

ら実施している山陽新幹線建設路線内および博多総合車輛基地内の埋蔵文化財発

掘調査の記録の一部であります。

今回の報告は，鞍手郡若宮町・福岡市・筑紫郡那珂川町所在遺跡群についての

もので， 『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第13集として公刊することにな

りました。

発掘調査の記録としては決して満足のゆくものではありませんが，本報告書が

文化財保護の一助となり，学術・研究にも活用いただければ，望外の喜びとする

ものであります。

なお，調査に対して御協力いただいた調査員，地元の方々をはじめ関係各位の

御援助と御配慮により本書を発刊することができましたことを，心から感謝申し

上げます。

昭和 54年 3 月 31日

福岡県教育委員会

教育長浦山太郎



例 言

1. 本書は，昭和47年 5月29日から昭和52年 6月15日までに福岡県教育委員会

が，日本国有鉄道下関工事局から委託されて，山陽新幹線建設のため破壊さ

れる埋蔵文化財を発掘調査した13冊目の報告書である。

2. 本書の執筆分担ほ次のとおりである。

1 -1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 井 上 裕 弘

I -2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1」ヽ池史哲

Il ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..柳 田 康 雄

Ill ......... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.,」ヽ 池 史 哲

N・・・・・・・・・・・・・・・・・・..松 本 助・林 弘 也• 井 上 裕 弘

V・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 井上裕弘・荒武麗子

VI・・・・・....................................; ........................... 橘 昌信

VII・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...櫻 井 康 治・木 下 修

VllI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..井 上 裕 弘

IX・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..井 上 裕 弘・荒 武 麗 子

X・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 井上裕弘

XI. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•井 上 裕 弘・荒 武 麗 子

付 録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..小 池 史 哲

3. 久保遺跡出土の木材同定・執筆には九州大学農学部松本励教授・林弘也助

手，鳥ノ巣B地点遺跡の調査・執筆には別府大学橘昌信助教授の協力を得

た。



4. 掲載の写真の撮影，実測図の作成および製図は，図版目次と挿図目次に示す

とおりである。遣物写真撮影は九州歴史資料館石丸洋•岡紀久夫の協力を得

た。巻頭図版は南西航空提供。

5. 本書の編集は，井上裕弘があたった。
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序文

I 序 文

1. 調査 の 経 過

本書は，山陽新幹線建設に伴う事前調査として実施された鞍手郡若宮町・福岡市・筑紫郡那

珂川町に所在する遣跡群の発掘調査報告書である。

各遺跡の所在地・調査期間は下記の通りである。なお，蔦ノ巣B地点遺跡（第43-2地点）

は別府大学考古学研究室に委託し，調査していただいた。

第34地点の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字坂口

調査期間昭和47年5月29・30日

第54地点の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字烏ノ巣

調査期間昭和47年5月31日~6月2日， 6月24・27日

第53地点の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字烏ノ巣

調査期間昭和47年 6月2日~6月10日， 8月12日~8月16日

烏ノ巣A地点遺跡（第34-1地点）調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字烏ノ巣

調査期間昭和47年6月14日~6月26日， 8月15日~8月17日

竹原八幡塚古墳（第6-3地点）の調査

所在地福岡県鞍手郡若宮町大字竹原

調査期間昭和47年9月11日~9月20日，昭和51年3月7日~3月20日

井手ノ原B地点遺跡（第52地点）の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原宇井手ノ原

調査期間昭和47年9月18日~9月29日

井手ノ原A地点遺跡（第44地点）の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂JI!町大字中原字井手ノ原

調査期間昭和47年9月26日~10月13日

立石追跡（第35地点）の調査

-1-



序文

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字立石

調査期間昭和48年 1月16日~2月10日

立ノロの石碑（第36地点）の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字立ノロ

調査期間昭和48年8月14日

烏ノ巣B地点遺跡（第43-2地点）の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字鳥ノ巣

調査期間昭和49年2月17日~3月18日

第54-1地点の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字鳥ノ巣

調査期間昭和49年 3 月 27• 28日

久保遺跡（第32-2地点）の調査

所在地福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字久保・浦田

調査期間昭和51年 3月1日~3月26日

井手ノ元遣跡（第18-3地点）の調査

所在地福岡県福岡市南区大字上曰佐字井手ノ元

調査期間昭和52年 6月1日~6月15日

調査関係者は次の通りである。

福岡県教育委員会

総 括 教 ＝目ぢ 長 森

教 = 目 長 浦

教育次長 西

教育次長 巴凸

文化課課長 古

文化課課長 禾ォ木

文化課課長 藤

文化課課長補佐 沖巨t 

文化課課長補佐 今

文化課課長補佐 平

文化課課長補佐 野

文化課課長補佐 JI I 

文化課課長補佐 武

-2-

田

山

村

下

JI I 

井

井

井

上

崎

久

買 （昭和47~52年度）

太 郎 （昭和52・53年度）

太 郎 （昭和47~52年度）

光 弘 （昭和53年度）

率ロ 久 （昭和47年度）

英 俊 （昭和48年度）

功 （昭和49~53年度）

隆 （昭和47・48年度）

右μ_『 男 （昭和48年度）

元 治 （昭和49年度）

保 （昭和50年度）

隆 夫 （昭和50• 51年度）

耕 作 （昭和51~53年度）



序文

文化課課長補佐 松 岡 史 （昭和53年度）

庶 務 庶務係長 姫 野 博 （昭和47年度）

庶務係長 即-・ 田 栄 （昭和47~50年度）

庶務係長 大 渕 幸 夫 （昭和52• 53年度）

主 事 小 JII 浩一郎 （昭和47年度）

主 事 植 田 賓 （昭和48年度）

主 事 加 藤 俊 （昭和49年度）

主 事 瀧 龍
~ 

（昭和50年度）~ 

主 事 山 本 文 和 （昭和51年度）

主任主事 大 神 新 （昭和52• 53年度）

嘱 託 吉 村 源 七 （昭和46~53年度）

発掘調査 九州大学教授 松 本 勘

九州大学助手 林 弘 也

別府大学助教授 橘 昌 信

文化課係長 松 岡 史 （昭和47~52年度）

文化課技術主査 嬌 久 嗣 郎 （昭和46~49年度）

文化課調査第 1係長 宮小路 賀 宏 （昭和53年度）

文化課調査第2係長 栗 原 和 彦 （昭和53年度）

文化課主任技師 柳 田 康 雄

文化課主任技師 井 上 裕 弘

文化課技師 木 下 修

文化課技師 小 池 史 哲

文化課嘱託 石山 瀬 正 信

文化課嘱託 宮 崎 只圭＾ 夫

調 査 員 櫻 井 康 治

以上の方々の他にも，日本国有鉄道下関工事事務所，同南福岡工事事務所，地元那珂川町，

春日市在住各位の協力を得たことを記し，惑謝の意を表したい。なお，国鉄関係者は「山陽新

幹線関係埋蔵文化財調査報告」第 1•2•7•12集に示す通りである。 （井上）
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第 1図 山陽新幹線の路線と博多車輛基地の位置 (1/1,000,000)
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表 1 山陽新幹線関係遺跡一覧表

容
調 W:. 終 了 面 梢

地点番号 遣跡名 所 在 地 内 備 名・ 報告害
46年度 47年度 48年度 49年度 50年度 51年度 52年度 53年度

3 小田山硲地 鞍手郡鞍手町中山 近世斜地 m' -m' m' m' m' m' m' m' 1集

4 下松尾硲地 " " " 近＇！湿［［地 ” 
5 京尾造跡 " ＇， 室木 中世配石逍構 ” 
6 若宮条里 ＇， 若宮町 条里逍構 229 ＂ 

6 -0 " ！， 金丸 近世塔地 調在前に工事のための改葬 ＂ 

6 -I m 尻遺跡 ,, ＇， 金丸・水原 古瑣，歴史時代：住居跡 2,035 3,000 ” 
6 -2 別 当塚 ” ＇， 竹原 古IJ't 146 逍構，遺物なし ＂ 
6-3 竹原八幡塚 " ” " 古!fl 16 300 13集

7 杉湖遺跡 " ＇， 稲光 土師：散布地 遺構なし l船

8 粕困郡久山町山田 条里逍樅 100 調在の結呆，条里ではなかった ll 

18 先土器～歴史時代：住居跡 8軒 790 4集

＇ 柏 Ill 追 跡 在日市」:i'I水 円形逍構，溝状逍構18-1 2,100 1,000 昭和49年度は，別府大学に—一部調査委嘱 ” 
18-2 辻 Ill 逍跡 ,, 

" 弥；t 古l;l阻/fit:fi'I, 叶侶が． オこh炸 ,,:175 1,882 13集

18-3 井手ノ元遺跡 村II釦Isl村IメこrJ-J佐 720 ＂ 
19-27 

門 Ill 遺跡 -/, II rli」:J'J水 先 I:器ー歴史時代： ftl,•}跡，貯］歳穴 -r-w, 濶仕 昭和48年度に門田 2号瑣の調在を平安 1・3-6 
及ぴ周辺 炭棺媒. 1i棺堪. ・l:lJ't絡．占lj'(5J,~ し1,500) 7,170 ¥l, 700 ,1,570 

博物館に委庫 7-9・11梨

28-31 下原遺跡 ” " 占)ft時代：住）片跡 2,784 3船

32 油田造跡 筑紫郡那珂Ill町中,,;( ,',Jf(¥I. がit.I牧1¥i/也 690 " 

32-I ” ＂ ＂ ” 古）M寺it:~雙tr•;J~ 300 ” 
32-2 久保遺跡 ” ＂ ＂ 縄文，歴史時代：溝状迅I.Vi 700 13集

33 春 r,rfiJ-_白水 古瑣時代：散布地 197 2躯

原古 Jft群 円Jt(3基，固精；硲8"・'・ 1-.Jf(梨 4硲 1,725 ＂ 33-I ,, 
＂ 800 1,510 

原造跡 縫文時代早期．弥生時代痰棺硲 ー噌F,f呆存 10染

34 筑紫郡那珂川町中原 弥生時代：散布地 135 遺構，造物なし 13集

34-1 A 弥生時代：散布地 267 ” 
鳥ノ巣 B " ” ” 先七器，縄文時代＇散布地

34-2 288 別府大学に調在委嘱 ” 
35 立石遺跡 ” " ＂ 中世：散布地 200 ” 
36 立ノロの石碑 ” ” ” 巾世：道栖（かんをん道） ” 

37, 39 井手ノ原逍跡
” " ” 中世:.方形区画遺構，溝状逍構 1,814 1.515 1,500 2躯50, 55 

38, 40-43 観音山古瑣群
古JJt31基 5恥45-•19 

中原支群 ” 
,, 

” 707 6,400 220 
49-1-1.51 

43-I 1,840 2,540 

塙文時代：石組炉跡32!,'i, 111形竪穴43-2 深 lfi. ii'l跡 " ” ” IOI 昭和47年度は別府大学に一部調査委喉 8媒
遺構

46-I 1,021 

44 井手ノ原 A ” ” ＂ 中世：散布地 271 13集

52 井手ノ原 B ” 
,, 

" 中世：散布地 452 ” 
53 ” ” ” 古損時代：散布地 123 逍横なし ” 
54 ” ” ” 弥生．古坦時代：散布地 150 ” 

54-1 ” ” ＂ 古瑣時代：散布地 95 “ 
A " JI・ 5,305 14,369 14,829 15,900 7,380 1,721 3,095 1,882 

註 1. 地点番号 1, 2は北九州市教育委貝会， 9-17は福岡市教行委ll会が調査を担当したり

2. 路線以外の付帯施設にかかわる調在地点はヒ表に含めてある。

3. 面桔欄に（一）で示したものは調'l'f.ifli!,'iとしてはあげないが当該年度に調査したことを示す。



3. 34地点

4. 鳥ノ巣A地点遺跡

5. 鳥ノ巣B地点遺跡
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第 3図 山陽新幹線博多車輛基地付近地形図及
ぴ遺跡分布図 (1/5,000J 鵬の部分は本報告書掲載を示す
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2. 周辺遺跡の遺物

藪ノ内遺跡出土の遺物

藪ノ内遺跡は，筑紫郡那珂川町大字今光字簸ノ内に位置する。

ここに招介する遣物は，昭和49年末に新幹線博多車輛基地より続く下水道施設工事に伴って

試掘調査した際に発見された遣物である。位置は筑紫郡那珂川町大字今光字簸ノ内から，字地

余に至る地区で，車輛基地の北西方にあたる。

土器（図版2-1,第4図）

縄文時代に属する土器片，磁器片・陶器片などが出土したが，磁器・陶器片は細片で医示で

きるような資料ではなく，縄文土器片も細片が多く 11点のみ図示する。

1は，深鉢形土器の口縁部破片で，復原口径は38噂になる。粗製条痕文土器の範疇に入る

が，胎土に砂粒を含みながらも精良でかつ焼成の良好な土器である。また口唇上面に斜行する

刻み目を施し，外面ヘナタリ条痕文・内面アナダラ条痕文が施される。 2は，アナダラ条痕文

を内外面共に使用し，更に外面の一部にヘナタリ条痕文が付け加えられる。細砂粒を含むが焼
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第 4図 簸ノ内遺跡出土土器拓影 (1/3)
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成良好。 3~6 は，アナダラ条痕文が施文されるが， 3 の内側は特に顕著である。 7• 8は細

かな条痕文が施文されており，ヘナタリ条痕文・アナダラ条痕文のいずれでもない別の原体だ

ろう。 8は条痕文というよりむしろヘラ先の研磨に近い例で，胎土・焼成とも良好。 7は焼成

がやや粗悪。 9 は胎土に砂粒を多く含み焼成は普通，外面に指によるナデの痕が残る。 10• 11 

は，底部破片で，平底を呈す。粗製深鉢形土器の底部であろう。

これらの土器片は隣接する柏田遺跡出土の土器と似ており，柏田遣跡の溝状遺構等の土器文

様分類の 6d•7a•7b•8 類に相当する。柏田遣跡では，縄文時代後期中葉頃を考えてい

る（註1)。

石器（図版2-2,第 5図）

統計35点が出土した。内訳は表 に示す如く石鏃4点・石錐1点・つまみ形石器6点・石刃

状剥片15点・削器1点・石核4点・紡錘車1点・石斧3点で，このうち石刃状剥片のなかには

掻器・削器・台形状石器等に利用したものも含まれている。これらの石器は，紡錘車を除いて

おおむね縄文時代に属する石器で，出土土器が縄文時代後期に属することと符合する。また石

器の種類も柏田遮跡の例と相似しており，立地が小河川の対岸に位置するため単に同一遺跡と

する訳にはいかないにせよ，柏田遺跡と同様の性格を有していると云えよう。このため各石器

は柏田遣跡の報告での分類基準をもって分類した。 （小池）

註 1 小池史哲編「山囮新幹線関係埋蔵文化財調査報告」 4 福岡県教育委員会 1977 
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第 5図 簸ノ内遺跡出土石器実測図 (1/2)
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表 2 藪ノ内遺跡出土石器一買表 （単位机m.g) 

種類 I石 質 1最大長 l最大幅厚さ璽量 備 考 l実測図狛

石
黒晰石 (13. 7) (11.5) 3.0 (0.3) 基部片 C型 3 類

黒曜石 (17.1) (12.8) 3.2 (0.5) ほぼ完 C型 1a類

チャート 30.0 17.6 4.0 1.3 完形 C型 1a類 1 

鏃 黒曜石 (12.8) (12.8) 3.5 (1.8) 基部片 C'型 2b類

石錐 l黒昭石 I(31. 9) I 10. o 5.o I c1.4) 基部欠 I 2 

I 黒曜石 35.5 I I 24_5 5,0 (5.0) ↓ 3 
つ

ま 黒曜石 33.7 17.0 4.2 (2.4) ↓ 4 

み 黒晰石 26,6 19.8 4.1 2.3 ↓ 5 

形 黒昭石 28.5 22.7 5.1 2.7 ↓ 6 

石 黒昭石 18.0 22.2 5.3 1.8 ↑ 
器

黒曜石 21.1 17.8 4.8 1.9 ↓ 

黒曜石 (36.0) 13.1 3,9 (1. 7) I ほほ完

石 黒曜石 (28.5) 21.2 4.8 (2.8) 1/2 ↓ 

黒曜石 (28.2) (10.5) 5.0 (2.5) 1/2 

黒曜石 (44.1) (14.0) 11.3 (5.55) 先端・基部欠

刃 黒曜石 (24.5) 25.2 5.0 (2.9) 1/2 

黒曜石 (24,8) 14.2 5.3 (2.2) 1/2 

黒曜石 (27. 2) 16.5 5,0 (2.05) 1/2 

状 黒曜石 31.4 14.0 4.1 2.15 完形 掻器

黒雁石 (33.5) 16.0 4.2 (2.35) ほぼ完

黒 II忙石 (29. 0) 18.6 6.0 (3.55) 1/2 削器

剥 黒曜石 24.2 26.7 5.2 3.75 完形？ 台形状石器？ 7 

黒曜石 (18. 0) 14.1 2.3 (0.8) 先端・基部欠

黒曜石 (20.0) 15.0 4.7 (1.5) 1/2 

片 」 黒曜石 (27,5) 12.5 4.4 (1.25) 先端欠

黒附石 (13 .4) 16.7 I 
3,1 (0.8) 基部片

削器 1 黒曜石 43.o I 23_0 I 4.3 I 5.2 完形 I 8 

石
黒附石 I34.0 22.5 16.5 13.951 残核

黒瞳石 17,5 20.0 10.5 2.8 残核

黒曜石 92.2 61. 7 37.0 151.0 不定形
核 黒曜石 28.8 I 25.5 19.9 17.9 残核

紡錘車 角閃片岩 I45.5 I cz5.5) 5.6 I c10.s) 112 I 
， 

石 緑泥片岩 1I (60.0) ('6.0) 7.9 (28.3) 甚部片 扁平打製

蛇紋岩 (88.5) 42.1 11.8 (74.2) ほぽ完 半磨製石斧2類 10 

斧 粘板岩 (78.0) 51.0 7.0 (38.8) 基部片 砥石転用？
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]I 竹原八幡塚古墳の調査
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竹原八幡塚古墳，

Il 竹原八幡塚古墳の調査

1. はじめに

八幡塚古墳の調査の発端は，山陽新幹線が古墳の南側をかすめる設計となっていたことにあ

る。八幡塚古墳の南側を通る山陽新幹線の本線は，昭和45年に国鉄から路線が当教育委員会に

提示された時には墳丘から外れていたものの，本線の両側には側道が付設され，その側道も幅

が広くなり，墳丘を大きく削平する設計となっていた。古墳は舌状台地の尾根線上にあり，路

線も丘陵を横断して古墳側には大きな比高差が生じて，その分だけ古墳のある北側を削平する

かっこうになる。当教育委員会は八幡塚古墳が同指定史跡である装飾古墳として有名な竹原古

墳の東方約 300mのところにあり，これより古くて当地域では有数の重要古墳であるとして，

古墳保存のための設計変更を国鉄に要望した。数回の協議の結果，本線の変更はできないが，

側道の設計変更をすることで被害を最小限度にとどめることになった。すなわち，古墳立地の

基盤である丘陵頂部を削平せずに側道面の高さを古墳裾面と同一にし，削平によって生じるの

り面をなくして，側道敷を現古墳裾線までにするというものである。八幡塚古墳の現況を見る

と，南北側に一部周溝の存在を思わせるものがあるところから，周溝を含めた保存を主張した

が，昭和47年の予備調査で周溝が顕著に確認できなかったこともあって，周溝を含めた保存を

断念せざるをえなかった。

昭和47年 9月11日から 9月20日まで，古墳の略測とトレンチによる予備調査を行なった。八

幡塚古墳の墳丘の規模確認を目的としたものであったが，南側の墳丘裾線の列石と葺石・珀倫

の存在を確認したが，確実な墳丘の規模の確認をできずに調査を終った。 ． 

その後，この予備調査の結果をもとに側道工事前に古墳裾線と周溝の本調査を実施すること

で予算も計上されていたが，工事事務所の一方的な判断で，当方に連絡のないまま工事が完了

してしまった。工事が完了した上は，とやかく言ってもいたしかたないので，とにかく墳丘の

本測量をやることにして，地元と折衝をしていると近年にも古墳の墳頂が掘られて大石が蕗出

したということで，中をのぞいた人もあるということであった。したがって，協議の結果石室

内を清掃してみることになったのである。

調査は，昭和51年3月7日から，まず，墳丘の伐採と消掃をし，写真撮影のあと墳丘測絋を

3月9日から行なった。

石室の発掘調査は， 3月11日から 3月20日まで実施したが，石室内は完全に盗掘され，鉄短
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竹原八幡塚古墳

剣 1本と鉄片が少量残っていただけであった。しかし，調査の結果当地域では最も古い横口式

石室墳であることが判明した。

調査関係者は次のとおり。

第 1次調査

福岡県教育委員会

庶 務 主 事 小 JI! 浩一郎

嘱 託 吉 村 源 七

発掘調査 技術主査 術 久 嗣 郎

調査補助員 有 吉 朋 行

屑 内 山 和 則

同 和 田 むつみ

第2次調査

福岡県教育委員会

庶 務 主 事 瀧 龍
． 

~ 

嘱 託 吉 村 源 七

発掘調査 主任技師 柳 田 康 雄

同 井 上 裕 弘

技 師 木 下 修

同 J II 述 昭 人

調査補助員 丸 山 康 晴

2. 古墳の位置と環境

八幡塚古墳は，福岡県鞍手郡若宮町大字竹原字塚ノ元に所在し，墳頂には祠があり，通称八幡

塚という。したがって，本古墳を今後他の類似する名称と区別するために大字の竹原を冠して

竹原八幡塚古墳としたい。古墳は山口JIIと犬嗚川の支流である黒丸川に挟まれて，犬鳴川との

合流点に向って細長く突出した丘陵尾根線の標高39mの地点にある。山口川と黒丸川によって

形成された現水田面は標高25m~35mであるから，比高差5~6mの低平な丘陵上に位置し，

丘陵の先端には現集落の下に弥生から古墳時代の集落があり，低丘陵の基部には竹原古墳があ

る。この竹原丘陵の南側には，黒丸川と本流の犬嗚川に挟まれた細長い丘陵の先端には古式の前

方後円瑣である剣塚古墳があり，さらに奥の欅高約70mの丘陵の尾根線上には帆立貝式の高野
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1 竹原八幡塚古墳

2 竹原古墳

3 別当塚古墳

4 剣塚古墳

5 高野古墳

6 汐井掛古墳群

7 里古墳群

8 小原古墳群， 沼口古墳群

10 天神山古墳

11 西の浦古墳群
-~ —--~~ —~.... .,_,... . --. ・--- -. 

第 1 図



竹原八幡塚古培

1号墳を含む古墳群がある。このように，山口JIIと犬嗚川に挟まれた地域はこの地方の古墳文

化の 1つの中心的位置を占めており，八幡塚古墳はその重要遣跡の 1つである。

3. 古墳の調査と出土品

昭和47年の予備調査は，新幹線が通る墳丘の南側に周溝確認のトレンチを 1本しか設定でき

なかったので，工事前の本調査に期待したのであるが，前述のとおり工事が先行して破壊さ

れ，周溝があるのは分りながらその規模を本調査によって明らかにすることができなかった。

(1) 墳丘と周溝（図版 4~ 7, 第2~4図）

竹原八幡塚古填の外観である墳丘と周溝は，古填の現況と予備調査のトレンチ 1本から判断

しなければならない。

まず，古填の現況を見ると墳丘は東西の最大径で2711ら南北径26m,高さは北側で 4.6mの

規模である。さらに，北側の墳丘裾には弧状の低地があり，周溝のなこりと思われるものがあ

る。南側にもそれらしいものがあり，予備調査ではここにトレンチが設定された。

墳丘は著しく荒らされており，頂部も削平されて祠が安置され，石室の天井石も一部露出し

ていた。墳丘の東側には祠に参拝するための登り道が大きく刻まれ，最も大きな墳丘の破壊と

なっている。こういう墳丘の現状の中で北側と南東側の一部に墳丘の原形をとどめているとこ

ろがわずかにある。第4圏の現況の墳丘断面図を見ると北側に2段築成の状況がうかがえる。

南東側墳丘を見てもこれは明らかである。

ここで問類になるのは予備調査のトレンチの状況である。このトレンチの成果は，墳丘裾線

の列石とこれに続く薔石の確認，さらに周溝と思われる中に転落していた葺石の石材と埴輪片

の発見である。この墳丘裾の葺石列確認は，墳丘規模推定の唯一の資料となった。発見された

葺石列の裾線は，現況の瑣丘 1段目の裾線から約4mのところにあり，第 図の断面土層図か

らも明らかなように，さらに地山整形のみの低平な基段ともいえる 1段目が存在することがわ

かる。第3図の墳丘据である地山（茶褐色粘質土暦）の上層の黄褐色粘質土層には上半に葺石

のものと思われる礫を含んでいるところから，墳丘築成後の堆積土であり，墳丘裾列石から少

なくとも 3.6mは1段目の段築であったと思われる。すなわち， 1段目は高さ 0.8m,下辺幅

約3.6麗上辺幅約2.2mの地山整形の段築に葺石が施されていたが，現在完全に埋没しており，

現状の墳丘の 1段目は実は 2段目であり，竹原八幡塚古墳は 3段築成である。

次に問題になるのが周溝の規模である。第3図の土層図によると現地表下 0.9mで墳丘裾の
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第 2図 竹原八幡塚古墳墳丘実測図 (1/400)
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標高 39. 00 m 
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第 3図 墳丘南裾トレンチ実測図 (1/60) 

4-4_ 

42 

竺

戸 ~ 
10m 

,->CJご．フ

--------、・
'---~­

C 

'"'r-----------1 
2段目: 1段目：周 溶

第 4図 竹原八幡塚古墳墳丘断面図 (1/300) 

地山に達し，最も深いところでは1.lmとなっている。このトレンチはさらに3.5m南側に延ば

されて周溝の縁を確認したとのことであるが，周溝の縁はつかめなかったという （註 1)。し

かし，丘陵の尾根上が古墳の築造後 Imも土砂が堆積するとは考えられないので，幅2mのト

レンチで確認できなかったとはいえ，少なくとも深さ 1mで幅 3.5m以上の周溝が廻るのは確

実といえるだろう。

以上のことから竹原八幡塚古墳の規模を総合してみると， (1)墳丘は直径約35m,高さ 6.5m

以上の 3段築成であること。 (2)1段目と 2段目には確実に葺石があること。 (3)円筒埴輪がある

こと。 (4)深さ 1m, 幅 3.5m以上，あるいは 7m幅の周溝を廻らすこと。ただし，円墳である

とは限らず，帆立貝式である可能性もある。さらに，当初墳丘の南北側にある低地を周溝のな

ごりであろうと推定したが，これはむしろ，

丘の範囲を示すものであった。

1段目の段築がここまであったということで，墳
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(2) 石室（図版 8~15, 第5~8図）

石室は S-9.5°-Eに開口する竪穴系横口式石室である。少なくとも 3度の盗掘を受けたら

しく，最初は左前庭側壁を全部破壊しながら掘り進み左袖石を手前に倒して石室左側壁の半分

近くを破壊している。この時 1番目の天井石を除去し， 2番目の天井石も一方を傾斜させてい

る。これが最も大きな破壊であり，この時石室が全て荒らされ，遣物が取り出されたものと思

われる。次いで石室の右側壁前方も一部破壊されている。これは 1番目の天井石を除去した時

のものかもしれない。最後に奥壁と右側壁を破壊して侵入しているが，これが近年行なわれた

もので，最初の盗掘後石室前方から土砂が流れ込んで，奥壁近くの天井付近に多少空間があっ

た時に行なわれていたが，石室内全部をさらえたものではなく，奥壁付近の上部の土砂を移動

させたにすぎなかった。これが近年石室内をのぞいたという穴であろう。我々の調査もこの盗

掘抗をさらえることから始めた。竪穴式石室であるという人もあったので，とにかく石室の方

向を確認することから始めたのである。もちろん，ボーリングによる天井石の並びも確認した

のであるが，方向がつかめなかった。後で判明したことであるが，天井石の幅が広いうえに除

去されたものがあったために縦横の長さに大差がなく，小型の石室と思ったぐらいである。

墳丘の調査をまったくできなかったので，石室と盛土の関係は不明であるが，地山は標高39

m付近にしかないと思われるので，墳丘盛土の墳頂近くに築造された古式の横口式石室である

ことには疑いなかろう。

石室全長は 5.2mで，石室内法は右側壁長3.44m, 左側壁長3.43mとほとんど同じで，幅は

奥壁で1.62m,前面で1.48mとなり，見た目は長方形プランであるが，前面が14cm狭いので羽

子板形フ゜ランともいえる。石室の高さは中央の原位置の天井石の奥壁寄りで1.25mと低いが，

奥壁は 1.3m,前面側壁では I.Imほどになり，前方ほど低くなっている。これは袖石の高さ

が，同一床面高から1.07mとなっていることからも証明される。

石室の石組法で目立つのは袖石の左右各 1枚の板石が立っていることで，完成した石室の内

外では小口積された小型の石材だけで腰石の存在に気付かないほどである。床石が敷かれた状

態で腰石らしく見えるのは奥壁の左側腰石ぐらいで，他は床石に隠れてしまう。奥壁は床面から

70CJtt以上掘方を掘って埋められているが， もちろん地山には達していない。左側壁の横口に接

する腰石を見ると，厚さ20CJJtの板石を立て使用しており，横口の石材と変わりないところか

ら，他の腰石も同様に割合扁平な板石を使用しているものと思われる。腰石の大半は花岡岩で

小型のものが石英質の頁岩状のものである。腰石から上の石材も同質のものが混存して使用さ

れ，扁平な板石は少ないが，板石状の石材を小口積しているところは古式の様相を呈してい

る。しかし，奥壁と側壁の角は双方に掛け渡した石材があり新しい要素も腰石と同様である。

壁面の内傾度は約 ゜で，これは腰石から傾斜させている。側壁の積方は図版 11のように

- 14 -
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竹原八幡塚古埃

十分な控え積みがしてある。

横口部は，双方各 1枚の板石を奥壁と平行

に立てて袖石とするところに特色がある。側

壁の高さから見ても板石に直接天井石が架構

されるか，多少空間をもつものと思われるの

で，いわゆる前壁構造はない。横口前面の床

面の高さが，石室内の床面より約30虚ほど高

くなるので，横口前面の床の高さに椎石状の

石材があったものと思われるので， 横口は

高さ O.Bm,幅0.55mの広さである。

天井は，厚さ0.5~0.6111,幅0.8~1.1叫

長さ2.45mにおよぶ巨石4枚を架構したらし

様高 43.50m 

゜

ク
1 表土
2 暗賞福色枯質土

3 紫褐色土

4 暗焚褐色士

5 質褐色枯質土

6 暗黄褐色粘質土

7 賞褐色枯質土（プロック）
8 明黄褐色土

9 明黄褐色粘質土（プロック）

1m 10 茶掲色枯質土
11 褐色枯質土

いが，原位闘にあるものは奥墜側から 2番目 第7図石室右側壁の控え積石と墳丘土層図 (1/40)

にあるものだけで，奥壁のものは奥壁側に20

憚ほどずれている。天井石を架構した時の石室の天井幅は中央部で 1.lmである。

床而には全面にわたって玉砂利が敷かれていたらしいが，大半が盗掘によって荒され図版13

-1のように石室前面に一部原位懺のものが残っていたにす苔ない。石室の腰石は墳丘盛土に

掘方を掘って据えられているが，石室の内側はこの掘方を全部埋め戻さずに壁面に赤色顔料を

塗布しており，腰石には床面下になる部分まで付行している。掘方を埋め戻された床面は石室

中央部が平坦となるだけで，掘方のある壁而から20~3QC//Iのところから 4陪面に向って傾斜

し，敷石の宝砂利もこれに沿って敷かれている。さらに，堅面の腰石に沿って幅5~ 7 Clll, 深

さ10虚ほどの扁平玉砂利を縦に詰め込んだ溝があり，床面の傾斜と合せて排水溝と思われる

が，圭砂利の詰め込みは強く，腰

石固定強化の感が強い。しかし，

床面の傾斜と合わせて排水溝の役

割も充分はたせるものである。石

室は天井から側墜，床石全面に赤

色顔料が塗布されているが，詰め

込まれた玉砂利も例外ではない。

横口部前面の幽道といえるとこ

ろは，床面が外に向って約20°の領

斜で登っている。すなわち，墳丘

3段目も墳頂近くから石室内に下

H 標高 43.40m G
 

表―＿土

痰色粘土混入賀褐色士附

.‘止汐上

掘

坑

゜ 第 8図 墓追断面土層図 (1/40)
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竹原八幡塚古墳

ることになる。前庭側壁には天井石の架構されない石積が主軸に平行に延びている。石材は板

石がなく石室内より雑となり石室側壁より高く積まれるが，床面の傾斜に合せて積まれるため

先端ほど上面のレベルも下るのと合わせて先細りする。横口部の外面と前庭側壁にも赤色顔料

が塗布されるが，敷石状の一部の小石には塗布されず，陸面から垂れたものが付着したにすぎ

ない。第8図の前庭横断土層図からは追葬の状況は確実にはつかめなかった。

(3) 出土遺物

① 造物の出土状態（図版15-2,第6図）

竹原八幡塚古墳の調査は，種々の手違いで古墳としては部分的な調査に終ってしまった。し

たがって，出土遣物も石室内の残り物と墳丘裾のトレンチ 1本のものに限られる。

石室は完全に荒らされ，床面の敷石である玉砂利が原位置に近く残っていたのは横口部に近

いところだけであった。ここでも玉砂利が裏になったものがあり，図版13-1の撮影の後で実

測する時に下面になった方に赤色顔料が塗布してあるものもあった。とくに著しく荒らされて

いる奥壁から右側壁と床面の中央部の攪乱土中には鉄片も少なかったが，他の部分の攪乱土中

には鉄片も多く，横口部に近い床石上には散乱はしていたが，鞍骨片がまとまっていた。荒ら

され方の少ない左側壁と右側壁の一部には，腰石の横に詰め込みの玉砂利溝がよく残り，旧状

がうかがえる。左側壁で奥墜に接する 1番大きな腰石の詰め込み玉砂利の中から 1本の鉄短剣

が発見された。この短剣は腰石に背を密着させ，切先を奥壁に向けて多少下向きに差し込まれ

ており，詰め込まれた玉砂利が上に乗っていたことからも，明らかに意識的に封じ込められた

ものである。封じ込めた場所が奥壁の腰石ではないが，最も大きな腰石であるところにいわく

ありげに思われるし，鉄短剣の茎には柄がよく残っているのに，剣身には鞘らしき木質は全く

付着してないところから，封じ込めた時には鞘はなかったとも思われる。

他の石室内出土品の鉄鏃や金具類は，全て石室内の攪乱土中に浮遊して発見されたものであ

る。念のために石室床面近くの土砂は，全てふるいにかけて鉄の細片まで採取したが，玉類は

発見できなかった。

墳丘南側裾のトレンチでは，とくに墳丘裾の周溝と思われる部分から追物が多く発見され

た。しかし，この遣物も細片で磨滅した埴輪片や土器片であった。耕作土を第1應とすると'・

第 3胴から埴輪や須恵器の細片が出土するが，第 4贋の墳丘から流れて堆梢した墳丘裾から周

溝最下屈の暗黒褐色粘質土中には，細片であるが埴輪片が多くなってくる。八幡塚古瑣トレン

チ出土と称する追物の中に焼き損じの瓦質土器片が多く含まれているが，土囮図に明記されて

いないため出土状態は不明である。

-16-



竹原八幡塚古墳

② 鉄器（第9~12図）

鉄剣第9図 1は石室腰

石裾に密着して封じ込められ

ていた現全長27.7c,11の短剣で

あるが，切先が欠損している

ので復原すると全長28.2C11,けこ

なる。剣身長22.8C11t, 身最大

幅3.5cm,厚さO.6C1nの大きさ

であり，短剣とするか槍とす

るか判断に苦磁する。茎は長

さ 5,4Cllら最大幅 3Ctlら厚さ

0,4C1/tで幅広で短かく， 2個

の目釘孔を有する。茎には縦

に木目が走る断面楕円形の木

柄が残り，表面には紐状のも

ので巻いた痕跡がある。剣身

に鞘らしき付着物がないとこ

ろから槍の可能性もあるが，

柄の幅が 3.5C11t以上はあるの

に対し，厚さを復原すると 3

CIIZに瀾たない楕円形であり，

剣身側に三角形の突出もない

ことから，ここでは短剣とし

ておきたい。 2~6は明らか

に剣身で，木鞘の木質も付着

している。切先付近の破片が

2個あることから 2本以上は

あったのであろう。剣身の細片は他にもあるが，身幅は 2,4Clltのものと 2.1c111のものがある。

゜

10cm 
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第 9図 鉄剣・鉄刀実測図 (1/2)

鉄刀 第 9図7と8は茎であり， 7は剣と刀の区別がつかないが， 8は刀の茎と思われ

る。茎の背に直接密着するように径 2111111弱の撚紐を巻き付けているところから，鹿角装を合も‘

5世紀代の鉄刀の柄に見られるように，柄の背に茎の溝を切り込む着柄法とI叫様で，剣にはこ'

の手法はないものと思われる。鹿角製刀装具の破片も出土している。

鉄 鏃（第10殴） 鉄鏃は柳葉形に属すると思われるものが 2種類ある。 1~6は同種のも
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竹原八幡塚古墳
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第 10図鉄鏃実測 図 (1/2)

ので，身の長さは 2で計測すると最低6cntはあり， 1と合わせて復原すると全長12Clltにはなる

ものと思われる。最大幅 1.7C1ltで，同種のものは破片から10本以上はあったようだ。 7~8は

同種の鉄鏃と思われるが，かえりが目立って分離せずに身に密着する形となっている。完形品

がなく，同種のものを知らないので全形が不明であるが， 7が完形に近く茎が欠損しているだ

けであれば推定できる。最大

幅l.8C11tで， 7の現全長が9.3

Clltであるから復原全長は少な

くとも l3C11t以上にはなると思

われる。この形式は身の一部

が残っているのはこの 3片だ

けであるが，かえりの部分の

破片は先端のあるものが79個

あり，少なくとも同種の鉄鏃

が40本以上はあったことにな

る。かえりの部分の最大長は

3,5CI/Iのものが 2本ある。

馬具（第11・12図）第

11図 1• 2は鞍の覆輪で鉄製

である。 2のような爪先が 2

個しかないので後輪 1佃分の

みではなかろうか。 U字形の

内側には木質が残っていると

ころがあるが，木目はかなら

， ， 
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~: 

2
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lIthり
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"hf-¥vi"

口
目
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第 11図馬具実測図 1(1/2) 
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竹原八幡塚古墳

ずしも覆輪に

平行ではない

ようだ。幅2

C11ら最大の厚

さ 1.6cmであ

るが全体の大

きさは不明で

ある。 3~5

の鉄器も馬具

の付属金具と
図2
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馬具実測図 2 (1/2) 

思われるものである。長さは不明であるが，幅 1.1cm, 厚さ 2皿弱で外反りをしているものが

ある。内側には木質が残っているところがあり，釘で固定されていたらしい。木目は金具と平

行に走っている。

第12図も馬具と思われる鉄製金具である。 1は幅 3.2cmあり，他のものより大きく，裏面に

付着しているのも他と違って木質である。長さは不明。 2~6は留金具で，裏面には木質とは

迎う付着物があるので革製品に使用されたものであろう。 4の例で見られるように，その革製

品も合わされて上になる方の厚さは 21暉弱のものであったらしく，鋲にその痕跡がある。 2と

7の形態のものは 1個しか残っていないが， 3・4は計6個， 5・6は計4個発見されてい

る。 7の裏面には付着物がないが，鋲の先をつぶしているので，鋲は厚さ 2~3加nのものを貫

通していたことがわかる。

8は鮫具である。馬具の革帯のものであろう。刺金が欠けている。全長4.2cm,外幅3,3C1凡

内副 2.2C111の大きさである。

その他の遣物で，石室内で発見されたものに盗掘時のものと思われる中世土師皿や石鍋片が

あり，墳丘裾のトレンチでは摩滅したP3筒埴輪や須恵器細片がある。須恵器は][a形式の蓋杯

2片であるが，中世や近世岡器片が混入しているので資料としての価値が低いので除外した。

4. おわりに

竹原八幡塚古瑣の調査は，瑣丘の規模や形態こそ明らかにすることができなかったが，石室

の構造を知り得たことによって，九州北部沿岸に比較すると「内陸的」といわれる当地域の古

瑣文化で，とくに横穴式石室の出現の 1つの規準を見い出せたものといえる。犬嗚川流域の主
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竹原八幡塚古墳

要古墳で内部構造や副葬品が明らかなものは，竹原古墳（註2) のみであったが，ここに八幡

塚古墳を追加することができた。

ここではまとめとして竹原八幡塚古墳の年代を考える規準として，周辺古槙と比較検討を試

み，当地域の石室構造変遷の中に組入れてみたい。犬嗚川流域の古墳文化については当教育委

員会の上野精志氏の研究があるので（註 3)' 多くは述べないことにする。八幡塚古墳の南方

800mのところにある剣塚前方後円墳は，いわゆる畿内型古墳として当地域に出現した最も古

いものであろう。剣塚古墳は，瑣丘形態から比較すると北部沿岸の 4世紀後半から末の前方後

円填の形態を踏製していると思われるが，後円部墳頂に円筒埴輪を廻らしている点などを考恋

すると 5世紀前半代にしなければならない。次に問題となるのは帆立貝式古墳の高野 1号填で

ある。これも内部主体が不明であるが，円筒埴輪が採集されているところから，瑣丘形態も含

めて 5世紀中頃から後半に置くべきものであろう。高野 1号瑣がより古い竪穴系横口式石室を

持つ可能性があるが，八幡塚古墳の主は，犬嗚川流域の支配者の 3代目として始めて畿内型古

墳から脱して，大陸の影轡を受けた九州型古墳である竪穴系横口式石室を築造することができ

たのではなかろうか。

竹原八幡塚古摂の石室構造は，九州北部沿岸の竪穴系横口式石室と比較すると， 5世紀後半

代とされるものに類似する。石室の規模においても新原17号墳.10号墳（註4) に次ぐもので

小型古墳ではない。犬嗚川流域の古墳でも，山口川の左岸の丘陵上に所在する汐井掛古瑣群

は，当地域の中層支配階級の墳墓の変遷をたどるにはかっこうの古墳群である。汐井掛古瑣群

のある丘陵尾根上には，土漿幽や石棺墓が群集する汐井掛遣跡があり，古墳として出現するの

は小型の竪穴系横口式石室墳である。汐井掛遺跡の土檄幽や石棺群は，弥生時代終末のものを

一部含み，藻地形態から言えば弥生的集団幽地であるが，大半が年代的には古墳時代の集団硲

地であろう。汐井掛24•25•27号墳は小型ではあるが，竪穴系横口式石室を持ち古式須恵器を

副葬することから 5世紀末に比定される（註 5) 。少なくとも犬嗚川流域においては， 5世紀

後半までは中層支配階級では畿内型古墳やそれに類似する内部主体を採用できずにきたが，九

州的である八幡塚古墳が築造された後は，これが一挙に緩和され汐井掛古墳群が出現するもの

であろう。汐井掛24• 25• 27号墳の石室構造と比較して見れば，これより八幡塚古墳は先行す

るものであり， 5世紀後半が妥当なものとなる。 （柳田）

註1 昭和47年度に調査を担当した磁久嗣郎氏による。

2 森貞次郎「福岡県鞍手郡若宮町竹原古墳」 『美術研究』 194 1957 

酒井仁夫「付，竹原古墳出土遺物」 『金丸古墳』 1975 

3 上野梢志「1)犬鳴川流域の古墳文化と汐井掛古墳群について」 『九州縦貰自動車道関係埋蔵文化

財調査報告』 XXII 1978 

4 石山煎・川述昭人「新原・奴山古墳群」 『福岡県文化財調査報告害』 54 1977 

5 福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 XXII 1978 
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井手ノ元遺跡

i 井手ノ元遺跡の調査

1. はじめに

(1) 調査の経過

この遣跡の調査は，昭和52年 6月1日から15日の間に実施した。山陽新幹線博多総合車輛基

地の付帯施設としての排水路建設に先立つもので，当初の調査予定に含まれてなく，車輛基地

の北端より約 1.5畑も北側に位懺するが一応追加地点の18-3地点として調査を実施すること

になったものである。

調査の対象となった部分は，現状では水田面であり，土器片の散布がみられたため，幅6m

という狭長な部分であったが， 4X4mのグリッドを設定して調査することした。

この結果，東部の試掘区では表土下90cmで地山とみられる砂謄が現われ，試掘区の西側に向

って緩やかに傾斜しており， C-18の試掘区では表土下 140cmで砂層が現われ，この上には強

グライ土壌が堆猿していた。しかし，西側の試掘区においては表土下80CJ1tで砂屑に達し，グラ

イ土堀も含まない。また，発掘区全域にシルト質堆稜土がみられた。しかし，調査の時期が雨

期でかつ苗植期にかかっていたため，冠水を受け，調査対象区域外におよぶ土砂崩壊を防ぐこ

とが困難となり，試掘調査のみで発掘調査を打ち切った。

福岡県教育委員会文化課

庶務

発掘調査

主事

隅託

技師

調査補助員

大

吉

、、
I
j
I
j
 

神

村

池

林

源

史

義

新

七

哲

彦

なおこの調査には，福岡市・春日市・那珂川町在住の方々の協力をえた。

(2) 遺跡の立地

この遺跡は，福岡県福岡市南区大字上曰佐字井手の元にある。佐賀県との境をなす背振山に

源を発する那珂川の中流域右岸の水田面に位齢する。那珂川右岸には，牛頸山塊から延びる春

日丘陵と那珂JIIの河岸段丘が北方へ長くつながっているが，曰佐集落あたりの標高15m程度の

低位段丘から更に低い標高12m程度を測る弥生低地である。遣跡周辺では西南方約 300mに弥

生前期郵棺蓋地の高椋遣跡，南東方約 700mに弥生後期幽地の曰佐原遺跡等が占地している。
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井手ノ元遺跡

那口
珂

J 11 
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0 50m 

第 1図 井手ノ元遺跡全体図 (1/1,000)
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ce 

C18 

C10 

C22 

C14 標高 12.40 m 

立

826 標高 12.40 m 

--__!___ 

土層名
1 耕 作 土

2 暗黄褐色細砂粒混粘性土

3 暗黄灰色細砂まじり枯性土

4 暗黄褐色砂粒混粘性土（砂多し）

5 灰黄褐色粘性土

6 暗黄褐色砂粒混粘性土 (2よりも

粘性が強い）

7 暗黄褐色砂粒混枯性土 (6よりや

や黒い）

8 灰黄褐色砂粒混粘性土

9 暗黄褐色～灰黄褐色粘性土（黒色

を呈す所もある）

10 暗青灰色砂（細）含む粘性土

11 黒色～暗青灰色粘土（部分的に砂

粒を多く含む）

12 灰褐色粘性土

13 灰黄褐色粘性土

14 13よりも灰色の強い層で砂粒を多

く含む

15 淡暗黄褐色粘性土（砂まじり）

16 灰褐色粘性のある砂

17 13よりも青灰度が強く粘性も強い

18 灰褐色砂

19 灰褐色（やや青っぽい）粘性土

20 黄褐色粘性土

21 淡青灰色粘性土（やや砂まじり）

22 淡青灰色粘性土（砂まじらない）

23 17よりやや黒い色調であるが近い

24 黒色（やや青灰伍与味）粘土

゜
4m 

第 2図 井手ノ元遺跡南壁土層断面図 (1/40)



井手ノ元遺跡

2. 遺構と遺物

(1) 遺構

試掘調査の域を出なかったため，明確な遥構を確認することはできなかったが，各試掘区で

の暦序をみると最下層の砂囲がC6• C26では浅<, Cl8で最も深くなっていること，中央部

試掘区C14・C 18• C 22区で強グライ土攘の堆積が顕著にみられたことから， C18区付近を中

心とした溝，あるいは旧河川の存在が考えられる。

(2) 遺物

調査区全域にわたるシルト質堆禎土には，弥生時代中期以降近世までの土器片が含まれてい

るが全て細片で廂耗した資料がほとんどである。また強グライ土康中には，中世に属する土師

器片が若干みとめられた他はヒシの実等の植物造存体を検出したにとどまる。

3. おわりに

那珂川の右岸にあたる当該地点は標高12in訛後を測り，那珂川の低位段丘の裾部に相当す

る。現状での那珂川の堤防は標高13m前後であり，堤防部にかかる調査区西部の試掘区での堆

租状況は砂を中心としている。調査区東端から山賜新幹線本線を隔てた上日佐集落にかけて

は， lm以上の高低差をもって高くなっており，南西方向の啓弥郷集落にも微高地状を呈して

いる。一方，上日佐集落と啓弥郷集落との間は低地がつづき，わずかな谷の存在がみとめられ

る。調査区域中央部に想定できる溝あるいは旧河川敷状の追構は，この谷部につづくものであ

るか，那珂川の河道移動によるものか明確に知りうることはできないが，いずれにせよ，この

谷部あるいは那珂川の流水によって形成された自然形成的な遣構であろう。またこの造構内で

の遣物の出土状況。殊にヒシの実等の出土から，中世段階において既に沼地化した水路が存在

していたと考えるのが妥当であろう。 （小池）
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井手ノ元遺跡
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w 久保遺跡の調杏

（第32-2地点） ． 

筑紫郡那珂川町大字中原字久保・浦田
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久保遺跡

IV 久保遺跡の調査

1. はじめに

(1) 調査の経過

この遺跡の調査は，昭和52年 3月1日から 3月26日までの期間で実施した。山陽新幹線博多

総合車輛基地建設に伴う県道福岡・大野・早良線付替工事の事前調査として行われたものであ

る。昭和47年に調査した油田遺跡（第32地点•第32-1 地点）の南西側に近接した段丘上に位

箇するため，当初，弥生・古墳時代関係の追構の存在が予想され，追加して調査することにな

ったものである。

調査は道路幅約Smの狭長な範囲が調査対象地域であるため， トレンチとグリッドを併用し

て行った。なお，この調査は国鉄の買収計画が難行していたため借地して実施したものであ

る。従って地権者の要望もあって耕作土・床土などを分離して置き，地権者ごとに埋めもどさ

なければならないため調査期間の大半の時間をそれに費すことになってしまった。

調査関係者は次の通りである。

福岡県教育委員会文化課

庶 務 主 事 大 神 新

嘱 託 吉 村 源 七

発掘調査 技 師 井 上 裕 弘

技 師 小 池 史 哲

調査補助員 藤 瀬 禎 膊

(2) 遺跡の立地

この追跡は，福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字久保および浦田にある。福岡平野の西側を流

れる那珂川の支流梶原川が形成した低位な河岸段丘上に位箇し，標高26~26.5mを測る。造跡

の北東には弥生最終末～古墳時代初めの郷棺盗が検出された油田遣跡，西側には縄文・弥生・

古墳・歴史時代にわたる広大な安徳中原遺跡群が展開している。また，北側には古墳時代前期

の竪穴住居跡が検出された下原遺跡，さらに先土器時代から江戸時代にわたり長期間連綿と形

成された広大な門田追跡等が占地している。
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久保遺跡

2. 遺構と遺物

検出された遣構は，奈良時代の大溝 1条，時期不明の杭列 1条と溝5条のみである。遣物は

弥生式土器，奈良時代の須恵器・瓦類，近世の陶磁器・瓦類等の破片資料が若干出土した。他

に，奈良時代の大溝からは多量の植物種子・流木等が検出された。

(1) 層序（第 3• 4図）

1肘は暗黄褐色～黒色の腐植質の耕作土で約25cmを測る。 2層はシルト質の暗黄褐色土ない

しは黒色土で，約20~30cmを測る。いわゆる床土である。 3謄は黒褐色シルト質の土層で10~

25C1JJを測る。他に3'a層として粘性のある暗黄褐色の砂囲と3'b謄の粘性の弱い黒色砂層が部

分的に堆積している。 4層は暗黄褐色の堅緻な粘質砂胴で，部分的には灰褐色を呈す所もある

が，いわゆる地山である。 5屈は灰褐色粘質砂囮， 6屈は灰色弱粘質砂屑で，いずれも粗い砂

粒を含む。 7胴は黄褐色粘質砂囲で，砂粒は細かい。 8屈は灰褐色粘質砂囲で軟質である。 9

謄は黒色泥炭質の腐色粘土である。 5~9囲は発掘区南端の狭い谷部にのみみられる土闇で，

北側の台地面にはみられない。とくに西端部で検出された奈良時代の大溝の上阿には 9屑の黒

色泥炭の腐植土囲がわずかに堆梢している。 10刑以下は全て大溝内の堆禎土である。

(2) 大溝（図版2-1,第 2• 4図）

発掘区西端で検出された大溝で，西側の立ち上がりは検出できず，幅は不明であるが，発掘

区内では7.50mを測る。堆猿土の状態からみてさらに 2~3叩西側に行くものと思われる。深

さは最も深い所で2.30mを測り，断面U字形をなす。溝内は黒色腐植粘土 (9) ・乳灰色強砂

屈 (14) ・乳白色砂層 (18) • 青灰色粘土 (26) ・暗茶褐色腐植土 (27) (植物種子・小枝・

葉等多凪に含む）が互層をなし，その下に黒色泥炭質粘土 (29)が堆祓し，最下位囲は黄褐色

弱粘質砂謄 (30)が約30~50cmと厚く堆放していた。基盤は青灰色粘土囮である。追物は若干

の須恵器と丸瓦片であるが，丸瓦は細めの平行叩目文をもつ白水廃寺系のものである。他に，

多くの植物種子・葉・小枝・流木等である。

出土遣物（第5図）

須恵器 (1・2) 1•2 とも破片資料である。 1 は高台付椀で，復原口径14. 7cm, 謡高4.

3C1Jt, 高台径9.9c筋を測る。高台低く畳付けは平担である。体部内外ロクロヨコナデ，底部内外
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第 1図 久保遺跡地形図 (1/600)
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゜
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東側調査地区

第 2 図 久保遺跡遺構配置図 (1/200)
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第 3 図 久保遺跡東側調査地区土 層断面図 (1/40)
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"" 

第 4 図 久保遺跡西側調査地区土層断面図 (1/40)



久保遺跡

- 2 

3
 

゜
10cm 

第 5図 大溝出土須忍器・瓦実測図 (1/3) 

はナデて仕上げている。色調は淡黄灰色を呈す。 2は杯身で，復原口径14.3Clll, 器高 4C1/J' 底

径11.4cmを測る。体部内外ロクロヨコナデ，内底部ナデ調整，底部の切り離しは回転ヘラ切り

である。色調は淡灰色で焼成は良い。

瓦 (3) ・凸面が帳 2.51皿の平行条線文，凹面が青海波文の平瓦である。色調は淡褐色で軟

質。胎土には多くの雲母を含んでいる。 （井上）

(8) 大溝出土木材の樹種同定

I 資料概要

推定時代

資料点数

形状・用途

奈良時代

5点

棒状及び塊状，流木

JI 樹種同定の方法

資料から木材の 3断面（横断面，半径断面，接線断面）の薄切片を採取し，光学顕微鎮を用

いてこれらの切片の木材組織を観察し，樹種を同定した。

皿 樹種同定結果

壺料名 l樹 種 名 II資料名 I 樹 種 名

賓料 I 不 明（広葉樹散孔材） 資料 w ハイノキ属
Symplocos spp. 

資料 l1 ツブラジイ 喪料 v ップラジイ
Castanopsis cuspidata Castanopsis cuspidata 

資料皿
イ スノ キ
Distylium racemosum 

w 木材組織の観察概要（図版3~5)

資料 I

直径が大略70μm以下の小さな道管が散在状に多数分布する散孔材であり，穿孔板は階段状

の多孔穿孔板である。 1-2細胞幅の放射組織は異性型である。
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久保遺跡

軸方向柔細胞は周囲状に分布するが，あまり多くない。結晶を含む柔細胞がある。

資料l[ • V 

道管の直径は大きなもので約 200μmあり，放射状に分布する変孔性放射孔材である。一般

に単穿孔板をもつが，直径の小さな道管は稀に多孔穿孔板をもっている。放射組織は同性型で

あり，主に 1細胞幅であるが，稀に集合放射組織もある。結晶を含む柔細胞がある。軸方向柔

細胞は線状に多数分布し，結晶を含む多室柔細胞がある。

資料皿

直径が約70μm以下の小さな道管が多数散在状に分布する散孔材であり，階段状の多孔穿孔

板をもっている。放射組織は異性型であり， 1-2細胞幅である。 軸方向柔細胞は線状に多

数分布し，結晶を含む多室柔細胞がある。

資料1V

直径が約70μm以下の小さな道管が多数散在状に分布する散孔材である。階段状の多孔穿孔

板があり，らせん肥厚も認められた。

放射組織は 1細胞幅から数細胞幅まであり，異性型である。

軸方向柔細胞はあまり多くないが，散在状または短接線状に分布する。

木部繊維にらせん肥厚がある。 （松本・林）

3. おわりに

時期のわかる遣構は発掘区西側の狭い谷部で検出された大溝 1条のみであった。出土須恵器

は，いわゆる須恵器VIb期のものである。平瓦は，門田遺跡や柏田遺跡で出土している白水縣

寺系の軒丸瓦（重弁八葉）と伴出する平瓦・丸瓦と同様のものである。このようなことから大

溝の時期は，おそらく 7世紀末~8世紀前半項に比定できよう。この大溝がどのような性格を

もつ溝であるかは，調査が県道の付替工事という狭長なトレンチ調査であるため，把握できな

かった。しかし，いわゆる白水廃寺系の瓦類が発見されたのはこの遣跡も含めて 6ケ所にな

り，この周辺にこの種の瓦を葺いた遺跡の存在する可能性が高くなったといえよう。

また，東側の台地上では遣構は近年の暗渠等の溝のみで，古い時期のものは何等検出されな

かった。遣物も全体に少なく，当初から遣構等は存在していなかったのかもしれない。

（井上）
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図 版

久保遺跡



図版

1 発掘区全景（束から ）

2 束側調企区全娯
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v 烏ノ巣A地点遺跡の調杏

（第34-1地点）
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鳥ノ巣A地点遺跡

v 烏ノ巣A地点遺跡の調査

1. はじめに

この遣跡は，筑紫郡那珂川町大字中原字烏ノ巣に所在する。すでに衆知の縄文時代遣跡とさ

れている烏ノ巣追跡の西側にありその関連造構・造物が発見される可能性が高いため，また，

分布調査時にナイフ形石器や縄文土器片が採集されたことから追加地点として調査を実施する

ことになった。

発掘調査は，昭和47年 6月15日から 6月26日， 8月15から 8月17日までの期間で実施した。

調査は車輛基地本線センターに沿ってトレンチを設定し，遺構の存在を確認したのち，平面調

査を行った。発掘総面梢は 267面である。

なお，調査関係者は次のとおりである。

福岡県教育委員会文化課

庶 務 主 事 小 JII 浩一郎

康 託 吉 村 源 七

発掘調査 技 師 柳 田 康 雄

技 師 井 上 裕 弘

調査員 櫻 井 康 治

調査補助員 森 田 徹

同 和 田 むつみ

2. 遺構と遺物

(1) ピット群

発掘区の西半から密集して検出されたもので，東半からはほとんど検出されなかった。しか

し，追構としてまとまるヒ゜ット群の把握はできなかった。だが，多くのヒ°ット中から出土する

縄文土器片•石器等から考えおそらく竪穴住居跡等の追構が存在していた可能性は高いといえ

よう。また，調査地区が狭いためビット群としてのまとまりがつかみえなかったのかもしれな
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烏ノ巣A地点遺跡

い。無数のヒ°ット群はさらに烏ノ巣追跡のある南西側に

拡がるようで，この追跡は烏ノ巣追跡の東端部を構成す

る辿跡ともいえるようである。ヒ°ット内ないしはその周

辺から出土した土器は，その大半が縄文時代後期のもの

で，一部に晩期を思わせる土器片もある。石器は石鏃・

スクレイパー・つまみ形石器・尖頭状石器等が検出され

ている。また，表採品ではあるが先土器時代のナイフ形

石器も 1点検出されている。 （井上）

出土追物

縄文土器（図版2-1,第3図） 口縁部 (1~ 3) 
及び胴部破片 (4~6)が出土している。 1は内面に条

痕がみとめられる。焼成は良く，胎土に細かい砂粒を含

み色調は外面暗褐色，内面茶褐色を呈する。小ピット内

出土。 2はこ｀く小さい破片で磨滅が著しい。突帯を貼付

けており，外面はナデられていると思われる。焼成は良

く，胎土に粗い石英粒を含み，色調は内外面共に黒褐色を

呈する。 3は口唇部を欠損している。刻目突帯を口唇部

直下に貼付けている。刻みは小さくヘラ状の道具で付け

ている。焼成は良く，胎土に石英粒を多く混入し，色調

は外面淡赤褐色，内面赤褐色を呈する。 4は外面に条痕

がみとめられる。焼成は良く，胎土に石英粒を含んでい

る。色調は外面茶褐色，内面くすんだ褐色を呈する。小

ピ ット内出土。 5はややぶ厚く，内外面共にナデられて

いる。焼成は良く，胎土に粗い石英粒を混入している。

色調は内外面共に淡黄褐色を呈し，内面はやや明るい色

をしている。 6は内外面共ナデており，内面はこべてい

ねいなナデである。焼成は良く，胎土に石英粒，細かい

砂粒を含んでいる。色調は外面くすんだ褐色，内面褐色

を呈する。 1, 4~6は後期に属すると思われ， 2, 3は晩期終末の土器であろう。

石器（図版2-2,第4図）

゜
5m 

第 2図鳥ノ菓A地点遺跡

遺構配骰図 (1/200)

ナイフ形石器 (1) 表採品，縦長剥片を使用しており，基部と左側辺に刃潰し加工を施して

いる。中部より先端にかけて周縁を欠損しているが，左側辺は約 68゚ の角度をもって全面に刃

潰し加工が施されていると思われる。パティナは古く，先土器時代の所産である。黒曜石製。

. - 30 -



烏ノ巣A地点遺跡

廿

Huい、

゜
10cm 

第 3図縄文土器拓影 (1/3)

長さ41.8畑，幅19.3虚，厚さ361m凡，重菫4.65flを計る。

スクレイパー (2・7・8) 2はサヌカイト製である。縦長剥片を素材としている。主要

剥片離面側では遠端に剥離を加え，つまみ様に作り出している。わずかに欠損している。

正面では，周辺に剥離が加えられ，特に左側辺では約50°の角度で，大きく加工されている。

右側辺では自然面が残っている。長さ95.711皿，幅 26.7皿，厚さ 9.1事，重鼠37.3 gを計る。

7はサヌカイト製の縦形石匙である。横長剥片を素材としている。両面共に二次加工が施さ

れているが，主要剥離面側では中部より上に，正面では中部より下に剥離が集中している。っ

まみ部は両面からの剥離により作り出して，その後，細かい加工を施しており小さく丸味を帯

びている。全体の大きさに比較して小さく，その幅は， 17.1皿である，全長 131机節，幅 38.211111!

厚さ111111凡，重量56.8f/である。

8は表採品で緻密な安山岩質の白っぽい石材を素材としたスクレイパーである。縦長剥片を

素材としており，打面が大きく残っている。主要剥離面側では，遠端に細かな二次加工を施し

ている。正面では全体に大きな剥離を加えた後，右側辺に比較的細かい倒離を加えている。全

長66.8四，幅39mm,厚さ19.5皿，重量34.3f/である。

石 鏃 (3~4) 3は黒曜石製の表採品。縦長剥片を素材としている。先端および脚部の

表 1 石器計測表 （単位 mm• fl) 

形 態門悶叫出土地薗屈序 i長 さ 幅 I厚さ I誼砿 I石 喪

ナイフ形石器 1 表採／／／ 41.9 19.3 3.6 I 4.65 黒曜石

2 溝内／／／ 95.7 26.7 9.1 37.3 安山岩

スクレイパー 7 ／ 黒色土 131 38.2 11 56.8 サヌカイト

8 表採

黒／／ 褐色士

66.8 39 19.5 34.3 安山岩質

つまみ形石器 5 ／ 37 18 5.5 4.7 I黒曜石

尖頭状石器 6 表採 37.8 32 6.0 7.4 サヌカイト

-―3|  表採 ／ 
約 23.4 約 16.1 ,., I 1.4 黒曜石

石 鏃

4 表採／／／ 約 22 I n.5 3.8 0.8 サヌカイト
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為ノ巣A地点遺跡

大半を欠損している。全長約23.4皿，厚さ4.21叫重贔約1.4g。4は同じく表採品でサヌカイ

ト製。先端をわずかに欠くが，ほぼ完形である。両面共わたぐり部分と一方の側縁にのみ加工

を施している。長さ約22皿，幅11.5冨，厚さ3.8皿，重量o.sg。

つまみ形石器 (5) 黒曜石の縦長剥片を素材としている。打面，バルブを有し，やや長め

である。両側辺から細かい加工を施して挟り込み，その部分で正面から力を加えて折断してい

る。全長3711t111,幅18n暉，軍量 4.H。

尖頭状石器 (6) 表採品，サヌカイト製，横長剥片を素材としている。下部は周辺から加

工を施して丸く基部を形成しており，表裏共，側辺から二次加工を施し刃部を形づくってい

る。右側辺は欠けているが，左右対称であったと思われる。長さ37.8疇，幅32皿，長さ 6in慌，

重量 7_4gである。 （荒武）

(2) 溝状遺構（図版 1-2, 第 2図）

発掘区中央を走る溝で，中央部で緩やかに弯曲している。溝の幅は中央部で約1.60m,深さ

約26虚を測る。溝底のレベルは，南端で標高29.46m,北端で29.30mとわずかではあるが南か

ら北にゆるやかに傾斜している。溝内の堆精土は 3胴に別れ，上屑から茶褐色土，黒色粘質

土，灰白色砂謄となりレンズ状に堆籾していた。

出土造物としては，若干の土師器・須恵器・磁諾破片のみである。時期は中世であろう。

他に，発掘区の北端と南端に東西に走る細い溝状追構があるが出土追物もなく時期は不明で

ある。しかし，北端で検出された幅約40傭，深さ約12虚の浅い断面U字状をなす溝は，前記し

た中世の溝伏追構に注いでいる点からみて，中世の溝と関連するものかもしれない。 （井上）

出土造物

須恵器・磁器（第 5医） 1は須恵器郵

形土器の破片である。外面は格子目状の叩

き，内面は青海波文の叩きを施している。

焼成は良好で，色調は外面灰色，内面青灰

色を呈する。 2は白磁碗である。口縁部を

折り返して玉縁状になしており，口縁のま

わりに釉薬がたれて滴状になっている。胎

土は白色で，茶，黒色の粒子が含まれる。

焼成は良好で，色調は淡い黄味を帯びた灰

白色を呈する。 （荒武）
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烏ノ巣A地点遺跡

3. おわりに

遺跡は，全体に削平されているためか追構の残存状態が極めて悪かった。しかし，検出され

た縄文時代後・晩期の無数のヒ°ット群や後・晩期の土器・石器等は，少なからず住居跡等の存

在を想定させる。これによって，それまで縄文時代遣跡であるということだけで，時期・性格

について明らかでなかった鳥ノ巣遣跡の一部が明らかにされた意義は大きい。また，これら縄

文時代のヒ°ット群が発掘区中央を走る溝状遣構の東側では検出されていないところをみると，

この遺跡が鳥ノ巣追跡の東端を示すものといえるかもしれない。 （井上）
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1-_ 発掘lメー・全景(144から）

下溝状遺構（北から）
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烏ノ巣B地点造跡

＂ 鳥ノ巣B地点遺跡の調査

1. はじめに

この遺跡は，福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字鳥ノ巣に所在する。調査は福岡県教育委員会

文化課の委託を受け，別府大学考古学研究室が実施したものである。調査期間は昭和49年2月

27日から 3月18日までである。

この地点は，かって周辺から縄文時代の遣物が採集されており，烏ノ巣遺跡の一部にあたる

と考えられた個所である。

今回の調査範囲は中央に股道が走り，さらに新幹線工事の資材置場として使用されているこ

とや，また排水用の水路が掘られていることなので，実際の調査面積は極めて限られた小範囲

とならざるを得なかった。

調査は南北に走っている基地本線センターに平行して，その西側に 4吋を 1グリッドとし

て，北から A-1·2• 3~15と4X60mの範囲を中心に発掘を進めた。これらのグリッドに

接する東側にB-4• 5• 6の3グリッドの設定も行なったが，実際に発掘を行ったのはB-

5グリッドのみであった。一方，基地本線センター東側に2X8mのC-11・12, さらにその

東に sxsmのD-11・12, E-11・12の4グリッドを設定して，遣物包含層と遣構の検出に

努めた。なお，調査関係者は次の通りである。

調査担当者

別府大学文学部助教授 橘 昌 信

別府大学学生 永降文隆・日‘野裕之

町田利幸• 森田 孝

2. 層 序

今回調査を実施したグリッドの基本層序と造物の出土状況は以下の様に認められた。第 I層

は非常に軟質で黒褐色をした土で厚さは10~15cmである。この層から瓦・茶碗・鉄製の楔など

が出土しており，縄文時代の遣物は全く認められない。第 l[層は褐色～黒褐色をした砂質の土
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烏ノ巣B地点追跡

第 1図 鳥ノ巣 B地 点 追 跡 調査地区全図 (1/1,000) 

層で10~15虚である。ある限られた期間に堆柄したせいか I• ][岡で見られた追物がほとんど

含まれていない。第副習は黒色をした土岡で瓦・茶碗それに土師器・弥生式土器などが混在し

た状態で出土するが，その数は少ない。第1Y圏は明褐色をした土府でこの謄の上面から縄文時

代晩期の土器片が少量出土し，それ以下の層からの遣物は皆無である。第V層は黒色砂層，第

V1層は灰色の砂府となっている。第1Y岡の上面において， Im前後の土城墓が20基余出土し，

ピ ット内には JI層の土が混在してつまっており，茶碗な．どの焼物，土師器や弥生式土器などの

磨滅した小破片が少星出土している。また幾つかの土漿蔭からは焼けた骨片が検出されてい

る。

これらの土服幽については，最近のものと考えられ，土地の古老の話しと一致するものであ

る。すなわち今回設定した調査区は以前の盗地の一部になり，大正時代に西側9の現在ある経地

に改葬したとの事である。
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烏ノ巣B地点遺跡

3. 遺 物

(1) 土 器（第2図 1~ 9) 

1は口縁部に断面三角形

の刻目凸帯を有する深鉢形

土器である。肩部はゆるや

かな「く」の字状を呈する

が，凸帯は施されていな

い。器壁の内外に横方向の

条痕が認められ，外壁には

煤が付着している。 2は深

鉢形土器の口縁部で，暗褐

色を呈し，胎土には砂粒を

多量に含み，焼成は良くな

い。 3・4は深鉢形土器の

胴部であり，胎土・焼成は

2と同様である。外面には

横・斜め方向の条痕が見ら

れる。 5は浅鉢形土器の胴
£文

部破片で，研鹿が充分に行守四
か

｀ 
なわれており，胎土焼成共

に良好である。以上 5点は

いずれも縄文時代晩期皿式

（夜臼式）に比定されるで

あろう。 W層（明褐色土囮

）から出土している。 6は

口

須恵器の長頸壺の頸部で皿

屈より出土している。 7は

土師器の小皿で，底部に糸

切りの痕跡が認められる。

゜
10cm 

第 2図 出土土閑実測図
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.~99 
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(1/3) 

土撰募内から出土であり，全体に磨滅が著しい。 8は土師器の高杯で，胎土・焼成ともに良好
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烏ノ巣B地点遣跡

で，黄褐色の色調を呈している。客土からの出土で，磨滅が顕著である。 9は高台つきの須恵

器の坪で，内外面は横ナデの調整が行われている。暗灰色を呈している。皿層から出土。

(2) 石器（第 3図1~16) 

1~3は黒曜石製の打製石鏃で，両面とも二次加工が施され，全体の形は二等辺三角形を呈

しており，基部の挟入はいずれも浅い。 6• 7·9• 10はいずれもサヌカイト製のスクレイパ

ーで剥片の側辺に沿って二次加工が施され刃部を形成している。 8は横型の石匙で一端を欠損

している。横剥ぎに近いサヌカイトの倒片を素材に用い，二次加工は周辺部に集中しており，

中央部にはそれぞれ自然面と主要剥離面の一部が残されている。 4• 5• 11~14は不定形な剥

片の一部に二次加工が施されている石器で， 11のみサヌカイトを用いており他は全て黒曜石製

である。 15は表裏共丹念に研磨されている磨製石斧であるが，大半を欠損しているため全体の

形状については知り得ない。刃部は使用のためと考えられる擦痕が顕著に観察される。蛇紋岩

製。 16は楕円形をした扁平な礫を用いた石錘。長軸の一辺にV字状の切目を施し，他の一辺は

礫のもつ自然の凹みを利用している。

以上が主要な石器の全部であり，このうち 1• 2• 4• 6• 10• 12~14は調査区内の攪乱層

から出土したものであり，他は遺跡周辺の採集資料である。

4. ぶわりに

縄文時代の遣物包含層および遺構の把握を目的に発掘が進められたが，全く認めることがで

きなかった。調査区の一部でW層上面において，縄文時代晩期の遺物が極めて少量出土したの

みであり，大部分は後世の攪乱を受けていた。攪乱を受けている土層中からも遺物はほとんど

見られず，島ノ巣追跡の範囲からはずれているものと推定される。先に実施された第34-1地

点の調査結果や以前の表採から考え合わせると，鳥ノ巣遺跡の中心的な拡がりは，今回調査を

行った地点の南側の浅い谷に接した個所が予想されるのである。 （橘）
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立石遺跡

川 立石遺跡の調査

1. はじめに

立石遺跡は，筑紫郡那珂川町大字中原字立石に所在する。遺物散布地（第35地点）として発

掘調査を実施した。遺跡一帯は，すでにブドウ畑として開墾されており，遺構の残存状態には

期待がもてない状況であった。

発掘調査は，昭和48年 1月16日から 2月10日まで実施した。調査員は次のとおりである。

福岡県教育委員会文化課

庶 務 主 事 植 田 買

嘱 託 吉 村 源 七

発掘調査 技 師 柳 田 康 雄

調査員 櫻 井 康 治

調査補助員 池 辺 元 明

同 三津井 知 廣

同 桑 田 和 義

調査日誌

1月16日 発掘調査区に，南北方向及び東西方向の十字形トレンチを， 巾 2mで設定した。

1月17日 表土の堆積は薄く，その下は直ちに地山であった。南北トレンチの南端並びに東西

トレンチの中央に溝状の遣構が確認され，さらに南北トレンチの北端方2m を発掘すると，

表土下は茶褐色砂質土であり，倒片鏃が 1点出土した。

1月19日 東西トレンチ中央で確認した溝状遣構を追求するため， トレンチを拡張した。

1月22日 トレンチを拡張した結果，溝状追構は方形の周溝になり，西側の溝は切れている。

南北トレンチで確認した溝状遣構は，深さ約1.5m,巾約6.5mのU字溝である。

1月26日 U字溝の走向を確認するために，南北トレンチと平行に東側と西側にトレンチを設

定する。

1月29日 写真撮影

2月10日 平面測量並びに方形周溝の実測図作成を行う。

- 41-



立石遺跡

'.LJ" 
H札 ’――--, 一--下―--「―_―7」1し ェ

~ 
, ----, —-- ,--」1し

,1 (i: 

＿̂
-
A
 

A
l
-

"^ 

＇ ，
 

＇り

Al IA 

-,_ > 

,' 

＇ ＇ ' ； 

Al I> 

A
 

―A―A'  
A 

A 

' 
', 
I 

A一h―A←―A←―A―A―,-,--,-,―A―A―,-, 

—r 

・' ＇ 
A
 

t
(
_
 

A

A

A

A

-

‘

9

,

9

9

9

,

’

,

＇’
,
'
,
'
9
9
9
9
9
9
9
,
'
 

A
 

「,“
 A

 
A
 

A
 

A
 

1 r"・・・・・・c・・・・'・・・・・・・・・ 
□ , :': ,) 

ニこ一二立石遺跡地形図 (1/1,000)第 1図

、

ヽ

', 
、‘
，、

‘
,
＇
 

-、

9
9
9
,
1
9
9
1
9
r
 

9

9

1

9

 

ー

1

1

1

1

9

1

1

,

;

9
9
 

：
 - 42-



立石遺跡

匡云l

口ロロニ
゜

10M 

第 2図 立石遺跡造構配骰図 (1/200)
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立石遺跡

2. 遺構と遺物

(1) 溝状遺構（図版 1~ 3, 第 2• 3図）

立石遣跡において，方向性の異なる 3条の溝状遣構を確認した。しかしそのうちの 2条は，

小規模な溝で個別のトレンチに確認されるのみで，他のトレンチまではのびておらず，如何な

る性格のものかは不明である。調査区南端で確認した溝状遣構は，走向N-50°-Eを示すが，

若千北側へ弯曲しているようにも思われる。巾は約6.5m,深さは現地表から約1.7mを測り，

前述の溝に比べて大規模なものである。出土遣物は，大溝から須恵器壺片 1片と土師器片が少

量発見された。

1/ ノ
土層名
1 耕作―土

2 茶褐色粘質土

3 暗褐色枯質土

4 茶褐色斑暗褐色土

5 照褐色粘質土

6 暗褐色斑賀褐色粘nj:

7 黙色土

8 貨褐色斑暗褐色枯質土

゜

出土遣物

標高 36. 50 m 

第 3図 溝状遺構土層断面図 (l/40) 

須恵器（第5図1) 底部の小破片のみで全体の器形は不明であるが，壺の底部ではないか

と思われる。調整は，外面はヘラによって入念に調整が施されているが，内面は横ナデのみで

輪積の痕跡が残っている。胎土は，砂が若干混っているが普通程度のものであろう。焼成はひ

じょうに良好で，器壁は堅緻である。

土師器（第5図2) 大形痙の口縁端部の小破片である。器壁は摩耗が著しいが，内面は横

ナデ調整，外面は粗いハケ目による異なった方向の調整が施されている。焼成火度低く軟質で，

色調は淡黄褐色を呈し，胎土に砂粒を混える。他に土師器塑の小破片が少量出土している。
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立石遺跡

(2) 方形周溝（図版 3ー上．第4図）

発掘調査区のほぼ中央に位置し，確認されたのは 1基のみである。規模は南北約 4.4m,東

西約4.5mの隅丸方形の溝で，現存では巾約60~75虚，深さ約17~25cmを測る。溝は完全に囲

繰せず，西側で 1個所切れており，この部分はブリッヂ状をなしている。周溝内に埋葬の施設

~ 

こ—-------

會

E
0
N
 "
9
8
 

頓
鰈
↑

標高 36. 20 m 

゜
3m 

第 4図 方形周溝実測図 (1/40) 
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立石追跡

等は確認できない。過去の開墾によって，

相当削平を受けたものであろう。溝ももっ

と深いものであったと考えられる。弥生時

代の方形周溝蓋と比較すると，ひじょうに

小形のものである。出土遣物としては，周

溝内より須恵器片が 1片発見されたのみで

ある。

出土遣物

須恵器（第 5図3) 周溝内の黒褐色土

中から出土したものである。壺の底部で，

胎土は砂粒を少羅含む。底部及び胴部下端

はヘラ削りが施され，胴部は格子目状のタ

タキ調整が施されている。色調は，器壁内

¥
／

2
 

-~~---- --

\j~j: 
゜

10cm 

第 5図 出土土器実測図 (1/3)

外が青灰色を呈し，器肉内部は褐色

を呈し，焼成良好とはいえないが，

堅緻である。 （櫻井）

(3) 包含層出土の石器

（第 6図）

ナイフ形石器 (1・2) 立石遣

跡の調査終了後，全面的に土取りが

行われた。その削平時に採集したの

が以下の石器である。出土囲位は黄

白色の粘土質の土が付着していた。

1は黒色黒曜石製ナイフ形石器の

完形品。縦長の剥片を素材とし，左

側縁の全部と右側縁の％に刃潰し加

工を施こす。なお左側縁の½から上

の刃渋しは表・褒から行われてい

る。先端，基部とも鋭く尖る。全長

3.lc肌，最大厚0.5C1Jtを測る。 2もナ

イフ形石器で基部側の破片，やはり

縦長の剥片を用いている。黒曜石製

で風化している。

o-,-~' 
責~'

92 

>'
ロ

/"o/¥ ¥ 、、

-C> 

＜二二＞
0
 

5cm 

,''、‘•、--

4
 

5
 

第 6図 包含屑出土石器実測図 (1/2)
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立石遺跡

石鏃・スクレイパー (1~3) 1は剥片鏃である。縦長剥片を素材とする。両面共，先端

とわたぐりに細部加工を施している。長さ39.31m11, 幅中部で20皿，脚部で24.3机1/t,厚さ4.01Jt11!,

わたぐりの長さ9.7mm,幅16.6前1/t, 重品3.4 <Jである。 2は打製石鏃である。脚部が欠損してい

る。黒曜石製。

3はサヌカイト製のスクレイパーである。縦長剥片を素材としている。左側辺に大きく剥離

を施し，右側辺に細かい加工を行っている。主要剥離面は加工を施されていない。長さ731m1t,

幅45.5mm,厚さ8.7mm,重羹39.1<Jである。 （木下）

3. おわりに

本追跡で検出された溝状遺構及び方形周溝等は，出土遣物からみると中世に属する造構と思

われる。方形周溝については，類似の遺構として，筑紫野市針摺「野田墳墓群」 （註 1)中の

火葬墳墓（中世）に，規模は本遺跡例よりやや大きいが，方形に周溝を囲らし，その一辺に通

路を設けたものがある。また大牟田市四箇「年の神遣跡」 （註2)' 三重県鈴鹿市「東庄内B

遣跡」 （註3)においては火葬場址とみられる方形周溝があり，これは本遥跡例とほぼ同規模

であるが，ここでは通路を持たず，コーナーに各1個の柱穴を有している。

以上のようなことから，本遣跡の方形周溝は上部削平を受けており，規模・形態も前述の各

遣構と若干相違する点もあるが，性格的には火葬墳墓ないし火葬場と考えられるのではないか

と思われる。

本遺跡の南側を東西に走向する溝状遣構については，方形周溝と直接に関連するものかどう

か不明であるが，時期的にさほど開きはないものと考えられる。 （櫻井）

註 1 渋谷忠章・上野精志『皿日本各地の墳藻一九州』 （新版仏教考古学講座第 7巻・瑣袋）昭和50年

2 福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告ーII-』 1971 

3 森郁夫『皿日本各地の墳幽ー近畿』 （新版仏教考古学講座第 7巻・墳菜）昭和50年
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（第36地点）

筑紫郡那珂川町大字中原字立ノロ
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立ノロの石碑

W 立ノロの石碑の調査

1. はじめに

この石碑は，福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字立ノロに所在する。中原集落の中央をぬけ

て，標高 169mの観音山の山麓にある真言宗大億寺に続く主道が，立ノロ付近で道幅2mの殷

道と交差する。その辻にあたる所にこの石碑は立てられていた。調査は昭和48年 8月14日の 1

日間で実施した。

福岡県教育委員会文化課

庶務 事

託

師

主

嘱

技

植

吉

発掘調査 井

質

七

弘
源

裕

田

村

上

2. 遺構の概要

石 碑（図版 1'第 1図） はいわゆる方柱状をなす切り石のもので，頭部は四角錐の山形

をなす。前面には『か・んをん道』，左側面には『明治18年12月・博多魚市場磯部作次郎』 と

彫刻されている。石碑の高さは地表面から 0.92mで，埋設された部分を含めると 1.40mにな

る。また柱状の一辺は21CJIIの四角形である。石碑の面はきれいに面取りされているが，埋設部

は荒わりのままである。石碑前面の『かんをん道』の刻宇は黒色塗料で黒く塗りつぶされてい

たが，大徳i寺の僧侶の話によると当初からのものではないらしい。石材は花岡岩である。

3. お わりに

この石碑は，観音山山眺にある真言宗大徳寺への道梗として明治以降機能してきたものであ

る。左側面に刻まれた『博多魚市場 磯部作次郎』の銘は，この石碑の寄進者を示すものと思
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立ノロの石碑

゜

30cm 

われる。この大徳寺を含めた観音山は古くからこ

の地域一帯の民衆の信仰の霊山として広くあがめ

られてきた。那珂川新四国八十八カ所めぐりの第

1番霊地としてこの観音山があったこともこの道

標との関連で考える必要があろう。 （井上）

第 1図 立ノロの石碑拓影 (1/8)
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立ノロの石碑
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井手ノ原A地点造跡

1X 井手ノ原A地点遺跡の調査

1. はじめに

この遣跡は，福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字井手ノ原に所在する。観音山の山麓からつづ

＜扇状台地の西側緩斜面に位置している。南東には深原遣跡（註 1), 観音山古墳群（註2)'

東側には井手ノ原追跡（註3)が接近している。東側につづく台地との段差が約1.5加と大き

く，明らかに畑地として利用する近年に開削していることが判る。従って，調査地区の東半で

の追構の残存は不可能と考え，遣構確認のためのトレンチを調査地区の西側に本線センターに

沿って設定した。また，開削の状況と遣構の残存を確めるために，それに直交するトレンチを

6mおきに設定した。その結果，調査地区の西半はやはり畑の開削により完全に削平されてい

たため遺構は確認できなかった。しかし，西側からは奈良時代の溝状追構2条と時期不明のヒ°

ットが数個検出された。だが，それもかろうじて遣構の下面を残すのみで，上面の削平が著し

いことが判る。

調査は，昭和47年 9月26日から10月13日の期間で，一部，井手ノ原B地点造跡の調査とも併

行して実施した。なお，調査関係者は次の通りである。

福岡県教育委員会文化課

庶 務 主 事 小 JII 浩一郎

購 託 吉 村 源 -1::; 

発掘調査 技 師 井 上 裕 弘

謂査員 櫻 井 康 治

2. 遺構と遺物

溝状遺構（図版 1, 第 2• 3図）

ほぼ南北に走る溝で 2条検出された。東側の溝は溝底をわずかに残すのみで，発掘区南端か

ら8.7mの所で消失している。溝の幅は，最も広い所で0.7m,深さ 3C/llと極めて浅い断面低平
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井手ノ原A地点迫跡

/T三{

~ 
__ ,,,,-------------_/ 

~ 

ぽ

“• 

／ 
0 50m 
卜,；；;;;;;;;.~.;;;;;--, ―-「―;;;;; ——i; ---~ 一,■ 

)r・I・¥¥ 
第 1図 井手ノ原A地点遺跡地形図 (l/1,000)
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なU字状をなす溝である。遣物は縄文土器

•土師器・須恵器の細片が若干出土したの

みである。

一方，その西側から検出された残りの良

い溝は，最も広い所で幅約2.30m,深さ35

cmを測り溝底が平坦な断面逆台形状を呈

す。この溝も，発掘区南端から31.5mの所

で浅くなり消失している。溝内の堆積土は

場所によって若千異なるが，上層から黒褐

色砂質土が厚く堆積し，その下に黒色土，

暗褐色土が堆稼している。遣物の大半は溝

内南半から検出されたもので，溝底より若

干浮いた状態で出土した。遣物としては奈

良時代の須恵器・土師器の破片資料であ

る。他に縄文時代後，晩期の土器片•石器

等も出土した。

出土遣物（図版2,第4・5図）

縄文土器（第4図） 1~5は深鉢形土

器， 6は浅鉢形土器の破片資料である。 1

は口縁部が波状をなすと思われる深鉢形土

器で，口縁部外面には 4条のヘラ描き波条

文が施されている薄手の土器である。調整

は内外ともナデ仕上げで，色調は暗茶褐色

を呈す。 2は外面貝殻条痕を施した深鉢

で，口縁端部と内面はヨコナデして仕上げ

た黄灰色を呈す焼成良好な土器である。 3

は深鉢と思われる胴下半の破片資料で，い

わゆる無文土器といえる。胎土には多くの

砂粒と雲母を含む茶褐色を呈す土器であ

る。 4・5は深鉢形土器の底部の破片資料

である。 4は底部が外方に強く開くタイプ

の平底であるのに対し， 5は普通の平底で

DJ 

口

口

c
 

公

゜
5m 

ある。復原底径は， 4が9.6CJl↓, 5が9.lc111 第 2図 井手ノ原A地点遺跡遺構配骰図 (1/200)
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井手ノ原A地点追跡

a 標高 34.50 m b 

□ 標高 34.30 m d C 
土層名

2. 黒褐色砂質土

3. 黒色砂質土

2'.  ~ 4. 淡暗褐色土

4'. 暗褐色砂質土

5. 褐色土混入暗褐色砂質土

を測る。色調は両者と

も茶褐色を呈し，胎土

には多くの砂粒・雲母

を含んでいる。 6はい

わゆる精製の浅鉢で，

口縁部内外はヨコナ

デ，体部内外はナデて

仕上げている。色調は

黄褐色を呈し，焼成は

良い。これらの土器

第 3図 溝状遣構土屑断面図 (1/40)

第 4図 出土縄文土器実測図 (1/3)

10cm 

は. 6が晩期を思わせる他は全て後期のものといえよう。 （井上）

石器（図版2-2, 第5図）

不定形石核 (1) 黒曜石製。上下両方向から，ほぽ交互に剥いでいる。

石 鏃 (2) 黒曜石製の打製石鏃。基部は丸味を帯びてふくらみ，わずかに凹みがみられ

る。

二次加工のある剥片 (3~11) 3は折断剥片である。主要刻離面側より力を加えて折って

いる。正面右側辺および裏面左側辺に二次加工を施す。黒曜石製。 4も同じく横幅の広い剥片

で，石材は黒曜石である。細かい刃こぼれがみられる。 5~11は，二次加工，刃こぽれ等のあ

る倒片である。

＜ぽみ石 (12) 円礫の中央に，打撃を加えて凹めている。この凹みは表裏共につけられて

おり，周辺にも加工がみられる。半割している。 （荒武）
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表 1 石器計測 表

井手ノ原A地点遺跡

（単位事.(J) 

形 態臀怠図I出土地点 1層序 l長さ I 幅 I厚さ 1煎量石質

不定形石核 i I溝 内 黒色土I23_1 
タテ 29.9 ／ 12.9 黒曜石
ヨコ 22.0 

打製石鏃 2 ” ” 22.8 最中大部 16.2 6.35 1.8 II 

I 3 
19.4 

II II 25.2 28.7 4.0 3.8 ” 
4 II ” 27.4 29.1 6.9 4.9 II 

二次加工の 5 43.6 17.5 7.2 4.6 ” II ” 
6 I/ II 37.8 16.1 5.8 4.2 II 

ある俵I]片 7 38.9 19,0 6.5 3.8 II ’’ ” 
18.7 19.0 4.4 2.0 II ’’ 

II 

／／ 

’’ 27.2 19.5 4.2 2.6 II 

II 

” 331.1. 1 0 
18.0 3.1 2.4 II 

16.4 6.1 2.5 II ,, I/ 

II // 47.0 27.4 27.9 36.4 砂岩

~ 
覆ーい

冒—
＜ 

.., 

こ ここ

＜ 
2
 -a—~' 
~ 

曇i;a
8 ー◎喜

こ ， 
＜ 

'<....._."をる 、とふ：＼せム ゞ こc=
12 

&-l!J り~0
10 11 

L ニコ 乙
？ 5cm 

第 5図 石器実測図 (1/2)
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井手ノ原A地点遺跡

須恵器（第6図） 1は復原口径17.Scnら最大径20.3c1nを測る蓋で，低い身受けの返りをも

つものである。おそらく扁平な宝珠形のつまみがつくものであろう。口縁部内外はロクロヨコ

ナデ仕上げの茶褐色を呈す焼成良好な土器である。 2~6は高台付椀である。高台の付く位置

が，底部と体部の屈折部より内側に入るタイプ (2~5) と，屈折部から直接高台に移るタイ

プ (6)がある。 2・3は直に立つ低い高台がつくもので，昼付は内傾気味である。 2は体部

外面下半が回転ヘラ削り，内底部ナデの他はロクロヨコナデ仕上げである。 3は体部内外ロク

ロヨコナデ，底部内外はナデて仕上げている。色調は 2が外面青灰色，内面淡灰色， 3は灰色

を呈す。 4は高台が外方に開くタイプで，慨付は平坦である。底部内外ナデの他はロクロヨコ

ナデ仕上げの淡灰色を呈す土器である。 5は高台が断面逆台形状をなすもので，畳付が外傾す

るタイプである。また，復原口径12.2CtJt, 器高 3.5はの小型の椀である。底部内外がナデ調整

で，他はロクロヨコナデ仕上げである。色調は灰色を呈す。 6は体部と底部の屈折部に高台が

つくタイプで，高台の断面は低い方形をなす。体部の屈折部はなく高台から直線に外反する体

部がつく椀である。復原裔台径 9.8Ct/Iを測る。体部外面下半を回転ヘラ削り，外底部ナデの他

こ=--~ —::~ 

＝一===~
-~~--3 

:: 

4
 

cid. 
〇 10cm 

第 6図 須恵器実測図 (1/3)
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井手ノ原A地点遺跡

はロクロヨコナデで仕上げている。色調は暗灰色を呈す。 7・8はいわゆる鉢で， 7は平底の

底部から立ち気味に外反する直口縁の鉢であるのに対し， 8は球形の胴部に「く」字形の口縁

部がつくタイプである。 7は復原口径23.3C11t, 器高10.8C11lを測り，体部下半から外底部は回転

ヘラ削り，他はロクロヨコナデで仕上げている。色調は淡灰色を呈す。 8は復原口径25cmを測

る。口縁は外面を削り出して肥厚部を形成させている。口縁部内外ロクロヨコナデ，胴部外面

正格子の叩き目，内而青海波の叩き目のあとナデて仕上げている。色調は外面淡灰色，内面灰

色を呈す。

3. おわりに

この遺跡は畑の開削時にその大半が削平されていたために，わずかに溝底付近を残す溝状造

構2条と時期不明のヒ°ット数個検出されたのみであった。従って，時期の判る奈良時代の 2条

の溝がいかなる性格を持つ溝であったかは把握しえない。しかし，観音山山腟から広がる扇状

台地の西側斜面に形成されていることを考えると，おそらく東側に広がる平坦な台地上にこの

溝と関連する集落追構等が存在した可能性はあろう。だが，すぐ東側の第50地点（井手の原追

跡の一部）の調査では巾批の追構の存在は確認されたものの，当時代の遺構らしきものは検出

されていない。また，その中世の遣構も上面がかなり削平されているので，当時代の造構があ

ったとしても消失してしまったものかもしれない。

また，溝内覆土中から小片ではあるが縄文時代後・ 晩期の土器・石器等が出土していること

は南側に近接する深原遣跡（註4)の一連のものとして理解していく必要があろう。 （井上）

註 1 木下修・橘昌信「山腸新幹線関係埋蔵文化財調査報告」 8 福岡県教育委員会 1978 

2 柳田康雄•井上裕弘・木下修他「山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告」 5 福岡県教育委員会 1978 

3 磁久嗣郎•井上裕弘「山阻新幹線埋蔵文化財調査報告」 2 福岡県教育委員会 1976 

4 註 1に同じ
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X 井手ノ原B地点遺跡の調杏

（第52地点）

筑紫郡那珂川町大字中原字井手ノ原
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井手ノ原B地点遺跡

x 井手ノ原B地点遺跡の調査

1. はじめに

この遣跡は，福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字井手ノ原に所在する。観音山山麓からつづく

扇状台地上に位骰し，西側には近接して方形の区両溝をもつ中世の集落跡が検出された井手ノ

原遣跡がある。この遺跡は当初中世の遣物散布地として登録されていたものである。

調査は昭和47年 9月18日から 9月28日までの期間で実施した。車輌基地本線センター 563K 

260叩を基準点に，本線に平行2本，直行 1本の幅 3mのトレンチを設定し， 遣構の出土状況

に応じて拡張した。発掘総面積は452面である。

なお，調査関係者は下記の通りである。

福岡県教育委員会文化課

庶 務 主 事 小 JI[ 浩一郎

嘱 託 吉 村 源 七

発掘調査 技 師 井 上 裕 弘

調査員 櫻 井 康 治

調査補助員 宮 崎 -只- 夫

同 佐 藤 晴 久

2. 遺構の概要

検出された遣構は，溝状遣構2条のみであり，調査区を南北に屈曲しながら続いている（図

版 1,第 2図）。 2条の溝は北側から約20mの所まで直線的に並行して走るが，西側の溝は消

失してしまい，東側の溝は大きく弯曲しながら続いている。溝の幅は残りの良い北端部で，東

側の溝が56Cllら西側の溝は42傭，深さは東側が32c筋，西側が17cmと浅い。平面発掘時には 2条

の溝の新旧関係は明瞭でなかったが，土層断面でみるかぎり西側が古く，東側が新しい溝であ

ることが判る。しかし，溝内の堆積土の類似性や出土遣物が両者とも糸切りの土師器杯であ

り，時間的にはさほど隔たりのない時期に掘削された溝であろう。時期は土器が小片の為明瞭

ではないが中世のものと思われる。他に，縄文時代後期の土器片も出土している。
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第 1図
ミ井手ノ原 B地点遺跡地形図 (1/1,000)
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井手ノ原B地点造跡

i 10m 

第 2図 井手ノ原B地点遺跡遺構配置図 (1/200)
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井手ノ原B地点遺跡

標高 37. 30 m 

• 
サラサラとしたft'l。

① ii.¥色1/i'i'iで混入物が少（均l'iでち密なIM。
⑤ ④に近いが色調的にUf;(地山のロームの

② 陥褐色:l:IMで砂粒を含むサラサラしたIM. 混入もまばらである。サラサラとしている。

③ 粘!'iUi1褐色・/:「けで砂粒および虹'iローム ⑥ 黒色土府 サラサ．ラとして混入杓が少な

プロックをl'il―・含む。 い。 （①に近いがIii質ではなし、

標高 37. 20 m ① 黙色這で混入物か少なく砂社を少々含

:ご;~;>;;:: 三〗:)。；。'.''砂。
む他は均買、ち密な1竹 Iサラサラとし

／②' ロームプロックが混入していない1也は②

と同じ。／ / / ③ 暗褐色土M ①よリサラサラとしている．

少批軟質ローム拉子を含む。

1m ⑨ 暗黄褐色:U汁 色調は②に近いか砂l'iロ

ームの混入が多い。サラサラとしている。

第 3 図 溝状遺構土層断面図 (1/20)

3. ぉ~ わりに

この遺跡も上面がかなり削平されているらしくわずかに浅い溝状追構2条が検出されたのみ

であった。しかし，この溝が中世の時期に掘削された可能性が高いことは近接する井手ノ原遺

跡の集落跡との関連の中で理解する必要があろう。
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第34• 53• 54• 54-1地点

M 第34• 53• 54• 54-1地点の調査

1. はじめに

これら 4地点は，調査の結果，明瞭な遣構も検出されず，すでに削平・整地されていた地点

である。各地点の所在地・調査期間は下記に示す通りである。

第34地点の調査

所在地 福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字坂口

調査期閻 昭和47年 5 月 29• 30日

第53地点の調査

所在地 福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字、烏ノ巣

調査期間 昭和47年 6月2日~10日， 8月12日~16日

第54地点の調査

所在地 福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字鳥ノ巣

調査期間 昭和47年 5月31日~6月2日， 6月24・27日

第54-1地点の調査

所在地 福岡県筑紫郡那珂川町大字中原字烏ノ巣

調査期間 昭和49年 3月27・28日

なお，調査関係者は次の通りである。

福岡県教育委員会文化課

庶務担当 主 事 小 J II 浩一郎

主 事 加 藤 俊

瞑 託 吉 村 源 七

発掘調査 技 師 柳 田 康 雄

技 師 井 上 裕 弘

調査員 櫻 ;I~ 康 治

調査補助員 渡 辺 和 子

同 桑 田 和 義
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第34・53・54・54-1地点

2. 調査の概要

各地点とも車輌基地本線センターに沿ったトレンチとそれに直交するトレンチを設定した。

第53地点で時期不明の不整形なヒ°ット群が検出された他はすでに完全に削平・整地されていた

ため，遣構は何等検出できなかった。しかし，整地層からは若干ではあるが，土師器・須恵器

等の小破片が出土した。他に，第54地点西側の水田から石鏃 1点が表採されている。

整地層出土の追物（第 2• 3図）

土 器（第2図） 1は高台付の土師器椀で，

高台がわずかに外方にふんばるタイプである。復

原高台径10ct11を測る。器面は風化が著しく調整は

不明。色調淡褐色を呈す。 34地点出土。 2は須恵

器の蓋である。いわゆる身受けの返りをもたず， ~ — 」
端部がほぼ直角に折れ曲るものである。天井部外

、二、1

::~ 
2
 

面は回転ヘラ削りされ，平坦面をもっている。お

そらく低平な宝珠形のつまみをもつタイプであろ

ぅ。復原口径16.5Clltを測る。 3は高台付の須恵器

椀で，高台は低く外方にはねるタイプである。畳

付は平坦である。 4は須恵器甕の胴部破片で，外

面格子目，内面青海波の叩き目を有すものであ

る。色調は青灰色を呈し，焼成良好である。 2~

4は第53地点出土。 5は高台付の須恵謡壺の破片

汽料である。高台はわずかに外方に開く高いもの

で，畳付は外領する。体部外面下半回転ヘラ削り

の他はロクロヨコナデ仕上げである。色調は青灰

＼ーニーニ玉：：こ之‘

゜
10cm 

色を呈し，胎土焼成とも良好・堅緻な土器であ
第2図 第34,53,54地点出土土器実測図 (1/3)

る。第54地点出土。

石器（第3図） 第54地点西側の田より，石鏃を表採し

た。周辺から剥離が加えられ，中央部分は表裏とも班ってい

る。石材は黒曜石。長さ約 19疇，幅 7.0机11l, 厚さ 2,51/l肌，重誠

0. 4 flである。

贔鼻t゚
〇伝

第3固

第54地点出土石鏃実測図 (3/5)
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第34•53•54•54-1 地点

3, 姦わりに

各地点とも完全に近い状態で削平・整地されていたため，明瞭な遣構は何等検出されなかっ

た。また，整地眉から出土した追：物も全体に風化が著しく小破片であり，当初からこの地点に

包含されていたものかは不明といわざるをえない。特に第54地点は一度整地され，さらに客土

されているため，客土とともに他の地点から来た遣物の可能性をもっている。

この 4地点は，いわゆる縄文時代後，晩期の遣跡として知られる烏ノ巣遣跡の隣接地域であ

るため，当初は鳥ノ巣遣跡の範囲と実態を明らかにする目的もかなりあった。しかし，若干の

縄文後，晩期の資料とヒ゜ット群が発見された鳥ノ巣A地点追跡 (34-1地点）を含め，この地

域一帯が田・畑の開削でほとんど削平されてしまい鳥ノ巣遺跡の実態が明らかにできなかった

ことは誠に残念なことである。
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図版

第34地点発掘区全兼（束から）
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山陽新幹線関係

埋蔵文化財調在報告

総索引



凡 例

1. これは『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第 1集～第13集の索引であ

り，分冊報告の活用の便を計るために作成した。

2. 第 1部には各集の本文目次，第 2部には遺構・遺物単位の記載頁を掲載す

る。

3. 第 1部は，第 1集から順に配列し，第2部は時代別を基本とした配列になっ

ている。但し時期の不分明な資料についてはおおむねの時代の枠に含め，名称

については同様と思われる例を幾つかまとめている。

4. 頁の表示には 2種類の字体であらわし，ゴチック体で第一集を，細字体で記

述のある頁を示す．なお記述が 2頁以上にわたる場合は最初の頁を示した。ま

た第 4 集• 第7集は本文を上巻・下巻に分けているが，第 4集の 261頁以降，

第 7集の 245頁以降は下巻に相当する。

5. この索引は，柳田康雄•井上裕弘・木下修・勝野素子らの協力を得て，小池

史哲が作成した。
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先 土 器時代

三稜尖頭器

尖頭状石器

ナイフ形石器

台形石器

台形様石器

細石刃核

細石刃

石核打面再生剥片

スボール

掻器

削器

彫器

縦長剥片

石核

7-114, 

11-14, 

3-31・34, 4-10, 7-10, 8-141, 11-12, 12-29・36, 13-30• 46, 

3-34, 7-12, 10-18, 

8-141, 10-14, 

3-28• 31, 4-11, 7-12, 8-142, 11-16• 105, 

3-28・34, 4-12, 7-12, 8ー 142,10-19, 11-21, 

3-31, 

3-31, 8-142 

11-21, 

11-123, 

3-35, 11-21, 

7-9, 8-142, 

11-21, 

縄 文 時

代

住居跡 4-13・14・18, 

竪穴遣構 8-37, 

円形竪穴遺構 8-34, 

ヒ゜ット状遺構 8-37, 10-11, 

石組炉跡 8-18・144, 10-11, 

土脳 4-20, 

炉跡 4-21, 

V字溝 4-23, 

溝状遣構 4-21・219, 

草創期爪形文土溢 11-23・25, 

早期山形押型文土器 8-40・146, 10-14, 

格子目押型文土器 8-49• 146, 

楕円押型文土器 8-20・51・146,10-14, 2-97, 

沈線文土器 8-82, 

無文土器 8-82, 10-17, 2-99, 

撚糸文土器 8-86, 10-17, 

縄文土器 8-86, 10-17, 
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条痕文土器

貝殻文土器

前期轟B式土器

曽畑式土器

櫛目状土器

沈線文土器

手向山式土器

塞ノ神式土器

中期並木式土器

阿高式土器

後期深鉢形土器

鉢形土器

浅鉢形土器

皿形土器

脚台

有文土器

無文土器

刻み目突帯土器

胴部

底部

晩期浅鉢形土器

鉢形土器

深鉢形土器

甕形土器

底部

精製土器

粗製土器

尖頭状石器

石槍

石鏃

石錘

打製石斧

局部磨製石斧

磨製石斧

環状石斧

8-86, 10-17, 

10-17, 

8-89, 

3-186, 8-89, 11-32, 

11-31, 

8-90, 

8-93, 

8-93, 

4-24, 

8-94, 

4-26• 27·36·39·60·72• 80• 221, 8-94, 13-5• 30• 53, 

4-27• 72• 80• 221, 

4-63・80・222, 8-94, 

4-39• 63• 66·72• 80・222, 

4-72, 

4-40, 

4-52, 

4-54, 

4-48, 

4-55・80, 

1-62, 4-85, 2-99, 13-37・53, 

4-81• 90, 8-98, 11-32, 

2-99, 8-98, 13-30・37, 

4-81• 88, 11-35, 

4-85, 

12-35, 

12-35, 

1-137, 3-67・98, 4-91, 8-108, 10-19, 11-38, 13-33, 

1-137, 4-91, 8-108, 10-22, 12-37, 

1-137, 2-100, 4-93・224・242, 8-19・102, 10-19, 11-38・39・ 

42ヽ 105・123,12-37・29, 13-6• 31• 38・47・54・65, 

4-189·226• 258, 8-140, 11-55, 13-39, 

1-139, 2-102, 4-193• 227• 258, 8-123, 11-48, 

4-193・227, 8-25, 10-22, 11-51,13-6, 

1-139, 2-102, 4-193•'227, 8-35• 118, 11-45, 13-39, 

8-123, 
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石皿

磨 石

敲石

凹 石

異形局部鹿製石器

石錐

石匙

スクレイパー

削 器

掻器

サイドブレイド

彫器

台形状石器

つまみ形石器

刃器状剥片

石核

砥石

礫器

玉石

装身具滑石製玉

扶状耳飾

自然遮物種子

木炭

自然科学系調査

住居跡

袋状竪穴

方形竪穴

方形竪穴遣構

長方形竪穴遣構

円形竪穴遣構

屋外炉跡

竪穴状遣構

4-198, 8-24• 25・131, 11-106, 

4-198, 8-25• 126, 10-22, 11-53• 106, 12-37, 

8-129, 11-55, 

11-55, 13-54, 

8-108, 

4-166, 8-131, 11-53, 13-6, 

4-182, 8-111, 10-22, 11-42, 12-37, 13-39, 

2-102, 3-188, 12-37, 13-31・39・47, 

4-172• 258, 8-35• 112, 10-22, 11-44• 123, 12-37, 13-6, 

4-177• 258, 8-118, 11-45• 123, 

4-170• 239, 

4-162, 8-137, 

4-156・257, 

4-113・244, 8-139, 12-29, 13-6・33, 

2-102, 3-188, 4-143• 227・231・245, 8-137, 13-6, 

4-158, 8-137, 10-22, 

4-198• 259, 8-131, 10-22, 11-55, 12-31, 

8-125, 11-106, 

8-140, 

4-200, 

7-34, 

4-201, 

4-201, 

4-202, 

弥 生 時 代

3-90• 92, 7-137• 138• 140• 141·143·155• 157• 158• 163・182・183 

186• 187• 193• 194• 196·198·199• 200, 12-13• 17• 164, 

3-37• 39• 44• 51• 53• 54• 56• 60• 63• 67• 68• 69• 71• 73• 75• 77• 

81• 83, 7-19• 26• 27• 30• 35·38·41• 44• 45• 46• 48·51·58• 

61• 62• 64• 70• 73• 75• 79• 84• 85·88• 94• 99·102·108·109• 

116• 119• 122• 127• 131• 312, 

3-53• 54• 60• 68• 73• 77, 7-64• 69• 84• 85• 87• 106·135• 136• 313 

7-204• 208・209, 

7-211, 

7-214, 

7-218, 

12-114, 
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長方形土殷

土檄

ドングリ貯蔵穴

土樅締

石蓋土樅器

木棺経

甕棺幽

単郷棺

接口式雖棺

挿入式甕棺

覆口式鹿棺

小児用爽棺

箱式石棺硲

祭祀追構

土器溜状遣構

V字溝

大溝

溝状追構

旧河川状追構

前期壺

鄭

蓋

壺蓋

無頸壺

鉢

7-215• 218, 

12-19• 115• 117• 119, 

11-108• 112• 115·116• 118·119• 121, 

6-86• 87• 88, 9-40• 42·48• 55• 66• 77, 10-93・94・96, 

6-89, 9-48, 

6-85, 9-45, 

6-6~35, 9-10• 13• 16·19·21·25• 30・, 32·34·37·39• 53, 

10-25 : 26·31• 32• 33·34• 35• 36·37• 38・39・40 , 42 , 43 , 44 , 45 , 

46·47• 48・49・50・51・52 , 53 , 54 , 55, 

6-15·16•17·21·32, 9-16•19•21·25•34•37·53·55, 10-31・

37• 38• 39• 48• 51• 52• 53• 55, 

6-6~35, 9-10• 19• 25·30• 32• 37, 10-26• 32• 34・35, 36, 37, 

38• 39・40・42・43 , 44, 45・47・48・49 , 50 , 51 , 54, 

6-34, 9-21, 10-34·39• 46• 52, 

6-7·9• 16・23, 9-10·13• 16・25, 10-36• 46・54, 

6-7~12• 16~20• 22• 23·25• 27·28• 30~34, 9-10·13·16• 19• 21 

37• 39• 55, 10-31·32• 33• 34·35·36·37• 38• 39• 43·44• 45 , 

46 , 47・48 , 50・52・53・54, 

6-89·91·93• 94, 

10-98·101 ・ 102• 103, 

9-49, 

7-220, 11-29, 

11-29・104, 12-38, 

7-225, 10-96, 12-17・19・20, 

11-107, 

3-37·40·46·51• 54·56·60·64• 68·73·75• 81• 93, 6-23, 24, 

7-19·23·28·30·35• 38·44·45·51·58·62• 64• 71・73・76 , 81・

87·88• 96• 99• 105·108·109·119·120• 122• 128• 132• 164 , 167 

200・221・226, 9-13・16, 11-64, 

3-39·43·46• 51·52·56·60• 64·69·71·73• 75・77・81・90 , 93, 

7-21·23·28·32·35·41• 44• 46• 47• 48• 51·54·61• 62 .. 64• 72• 

75·76• 81• 84• 87• 89• 96• 102·105• 108• 111 ・ 119·121 ・ 123•

128• 132• 167• 175• 199・202・221・227, 9-10, 11-65, 

7-26·30·41·63·78• 93・126・167・178, 11-66, 

3-63, 7-233, 

3-39, 7-167, 

3-71·75• 94, 7-21• 25• 30• 33• 35·41·58• 61• 68• 72• 78• 93・ 

98• 105• 108• 114• 119·121 ・ 123• 130• 135・178・232, 9-10, 13, 
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浅鉢形土器

高杯

甑

器台

中期壺

甕

鉢

無頸壺

椀形土器

高杯

台付椀

器台

支脚

樽形壺

瓢形土器

後期壺

小形壺

痙

鉢

杯

台

脚

杯

椀

鉢

付

脚

高

器

支

鏃

石

3-39• 44·49• 53• 64·68• 73, 

7-45• 78• 178• 204• 221, 11-66, 

7-25• 30• 47• 54• 83• 98・114・119, 

7-178, 

2-9• 27• 32, 7-158·196• 204• 208• 209・221, 9-19• 21・45, 10-34 

35• 39• 45·46·51• 89·91 ・ 104• 106• 107, 11-66, 12-40・119, 

2-9, 6-6~36, 7-137, 138·158·198·204• 208• 209• 212• 218• 219 

223, 9-16• 19• 21·25·30·32• 34• 35• 37• 39• 49, 10-26・31・ 

32• 33• 34·35·36• 37• 38• 39• 40• 42• 43• 44·45• 46• 47・48・ 

49• 50• 51• 52• 53• 54• 55• 89• 91 ・ 101·103• 104• 107, 11-68・ 

71, 12-42・119・121, 

6-6•8•10·11 ・ 14·18·19·21·24• 25, 7-163, 9-30, 10-26• 33 

38·42·45·48• 51• 53• 54, 

10-34·39• 44• 50• 101・102,

10-102・106, 11-68, 

7-137• 209・233, 10-91°• 104, 11-71, 

7-163, 

7-208·211·218• 224• 233, 10-91, 11-72, 

7-163• 208• 209• 233, 

10-36• 98• 103, 

10-102, 

7-144·185• 190・193・195・233, 9-54• 75, 11-72• 106• 109• 116・ 

119, 12-13• 19• 42• 44• 130, 

7-149• 187• 190, 12-18, 

3-188, 6-7·18• 22• 24, 7-149·157·185·191·214• 225・235, 

9-55, 11-78·85·107• 112・121, 12-13·14·18• 44• 46• 48・117・ 

130• 132, 

7-191, 12-14, 

7-185• 187• 191・235, 12-14• 18・49・117・132, 

7-185• 195• 235, 11-87・112, 12-49, 

7-153• 191• 235, 11-90, 12-49, 

7-153• 187• 191• 193• 214, 11-90• 109• 112• 117・119, 12-17• 49 

52• 117• 132, 

7-153• 193·194• 214• 235, 11-90・107・109, 12-52・55・132, 

7-194• 195• 235, 11-97, 12-55• 132, 

3-39• 56• 60• 90• 94, 7-33• 38• 62• 63·68• 73• 75• 78• 84• 94• 

102·106• 114• 122·127• 131 ・ 141 ・ 168• 180·186• 193·208• 224 

238, 11-39• 105, 12-29• 177, 
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磨製石鏃

石槍

石弾

石錘

石庖丁

磨製石斧

乳棒状石斧

蛤刃石斧

柱状片刃石斧

挟入片刃石斧

扁平片刃石斧

石皿

磨石

敲石

削器

凹石

砥石

石錐

石匙

スクレイパー・掻器

縦長剥片

つまみ形石器

石核

礫器

磨製石剣

石文

石製紡錘車

円盤状石器

軽石製品

有孔石製品

7-51·75• 93• 238, 11-62, 

7-138• 238, 11-38·105• 123, 12-37, 

7-26, 

11-124, 12-57, 

3-73・98, 4-200, 7-45• 48·61• 63• 106• 114·131 ・ 139• 143• 154 

158·183·185• 214• 224• 238, 11-51• 106• 124, 12-57, 

3-56·83• 98, 7-26• 33• 68·75• 87• 98·114• 127• 180• 238, 

11-45・48・51, 12-29, 

7-38, 11-48• 106• 123, 

3-44• 51• 67, 7-51• 58• 68• 75• 78• 83• 98• 102• 114• 119• 122 • 

126• 131・139・154・180・238,11-48·106• 108• 123, 12-29, 

7-73·114·119·122·131 ・ 180• 238, 11-45• 106, 

7-93·135• 178, 11-45, 

7-37• 93• 105·114·138·139• 224• 238, 11-48・123, 

3-98, 7-139, 11-106, 

3-51• 81・98, 7-45·48·73·75·84·87• 106• 119• 131・193・196・

200• 242, 11-53• 106·109• 124, 

7-98• 119・182, 11-55• 124, 

7-34·62·63·68·78• 83• 119• 131 ・ 154• 180·200• 224, 11-44・ 

105• 123, 

11-55・124, 12-30, 

1-137, 3-67• 98, 7-34• 61• 69• 75• 79• 84·109·143• 157・163・ 

181 ・ 193• 196• 199·204• 242, 11-55• 121・124,12-16• 57, 

7-181, 11-53• 124, 

3-51, 7-68, 11-123, 

3-51• 98, 7-62• 114, 11-45・123, 

7-48·68• 79• 94·106• 114• 238, 

7-200• 238, 

7-30• 38• 48• 58• 68·79·94·102·106·109• 114• 119• 1切・ 131•

135• 182• 193• 199・238, 

12-57, 

1-139, 7-238, 11-62, 12-55, 

2-104, 11-62, 

7-109• 242, 11-58, 

3-51, 7-58・94, 11-61・124,

7-187, 

11-62, 
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溶箔(?) 11-125, 

土製投弾 7-135・242・11-61, 

土錘 7-158, 

土製紡錘車 3-54• 94, 7-38• 41• 48• 63• 79·98• 115• 181• 215• 224・242, 

11-58, 12-58・59, 

円盤状土製品，•土製円盤 3-94, 7-41 ・ 181• 224, 11-61・106・124,

有孔土製品 7-141 ・ 182·193·224• 242, 

球状土製品 7-157• 224, 

木製平鍬 11-97, 12-59, 

木製二叉鍬 11-97, 12-62, 

木製三叉鍬 , 11-97, 12-65, 

木製鋤 11-97, 12-74, 

木製田下駄 12-77, 

木製手網枠 12-77, 

木製笙 12-79, 

木製臼 , 11-100, 

木製竪杵 12-79, 

木製横杵 12-81, 

木製槌 12-81, 

木製斧柄 12-83, 

木製盤 12-85, 

木製槽 12-85, 

木製台付槽 11-115, 

木製杓子 11-102, 12-89, 

木製ヘラ杓子 11-102, 12-89, 

木製把手付容器 11-101, 

木製容器蓋 12-92, 

曲物底板 12-92, 

木製琴 12-102, 

木製梯子 12-103, 

木製ねずみ返し 12-103, 

木製矢板 12-108, 

木製節 12-109, 

えぶり状木製品 12-75, 

ふぐし状木製品 12-75, 

つるべ状木製品 12-84, 

田舟状木製品 12-88, 

木製紡錘車 12-92, 

紡織具と考えられる部材 12-92, 
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円形の小孔を有した板材 12-92, 

孔を有した円形板状製品 12-96, 

杭 12-108,

角材 11-109, 12-109, 

板材 11-121, 12-109, 

柄・納孔を有した板材 12-96, 

納・柄孔を有した部材 12-106, 

加工中途材 11-115, 

板状木製品 11-104, 

有孔板状木製品 11-102, 

銅鏃 11-62, 

銅鋤先 7-243, 9-32・51, 12-112, 

広形銅鉾 3-11, 12-112, 

鍛 9-51,

ゴホウラ製貝輪 6-29·33• 97, 

水晶製ナツメ玉 7-193, 

ガラス小玉 7-242, 9-54• 57• 67・71・81, 

ガラス管玉 9-66, 

蛇紋岩製勾玉 9-66, 

碧玉製管歪 7-140, 11-62, 

鉄鏃 7-143, 

鉄鎌 7-185, 

鉄斧 7-158, 12-112, 

刀子 6-93, 

鉄鈍 7-154・185・194, 12-17, 

鉄剣 9-34・37・51, 

鉄文 9-34·38• 51・155,

不明鉄器 6-93, 7-186, 

骨製品 7-243, 

人骨 6-7·8·12·13·14·15·17·21·22·25·26·28• 29• 33• 97, 

9-151, 10-107, 

繊維製品（布・糸）荒 9-160, 10-54, 

種子 11-115, 12-141, 

自然科学系の調査 7-285・286・291, 9-151·155·160• 166• 170, 10---107, 11-149, 

12-141・144・156,13-141·144• 156, 

古 墳 時 代

住居跡

円形竪穴辿構

1-68, 2-61・63, 3-103·109·110• 178, 4-261, 7-245• 256, 

4-262, 
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方形竪穴遣構・:

長方形土城

不整円形竪穴

掘立柱建物

円墳

方形周溝墓

円形周溝塞

土檄募

木蓋土腋墓

木棺器

割竹形木棺塞

壺棺羞

鹿棺墓

石棺幕

竪穴式石室

竪穴系横口式石室

横穴式石室

配石遣構

祭祀遮構

溝状遺構

旧河川状遺構

土師器壺

短頸壺

小型壺

煎形土器

甕付手

財

鉢

椀

杯

把

4-262, 7-262, 

4-262• 263, 

3-112• 118• 184, 

4-264• 265, 12-168, 

1-109, 2-22• 27• 47, 3-102, 5-9• 17• 23• 26• 30• 39・47・54・ 

59• 64• 69• 82• 98·106• 114• 115·117·119·121 ・ 123• 131 ・ 136•

141 ・ 147• 156• 162·166·170• 172・176・178, 9-84• 91• 97• 99, 

13-11, 

2-52• 54• 56, 

2-37• 39• 40• 46, 74, 

2-36·59• 60• 61, 5-179・180・181・183・188, 9-100・101, 

2-52• 54, 

2-27• 37·46• 47• 56, 5-44, 

2-37• 40• 46• 56, 

3-8, 

3-199, 

5-114• 115・119・121・141・170・176・178,

2-22, 9-99, 

9-91・97, 13-14, 

1-105, 3-102, 5-9• 17• 23·30·39• 47• 54• 59• 64• 69·82• 98・ 

106• 117• 123 , 131 ・ 136• 141·147·156• 162• 166• 172, 9-87, 

5-45, 

5-45, 

1-72• 113, 11-125, 

4-265, 

1-72• 78, 2-32• 39, 3-9• 178• 184• 189• 201, 4-267·274• 278・ 

283• 290, 7-245• 257, 11-125, 

1-135, 

3-178• 189, 4-267• 279・283・291, 7-245• 257, 11-127, 

1-69• 75, 2-26• 60• 104, 3-104• 111 ・ 179• 184 , 199, 4-270• 274 , 

276• 279• 280• 285• 292, 5-15• 53• 104• 131, 7-249• 257• 264, 

9-90, 11-127, 

1-69• 75, 

2-33, 5-89, 

4-271 .・279・296, 5-43・78, 

1-72, 78, 2-62, 4-271• 276• 288,295, 5-13• 104, 7-257, 

9-90, 

3-107• 184• 191, 4-271・276・279・288, 5-25• 53 , 68, 140・145, 

7-253• 257, 
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把手付椀

高杯

大皿

盤

甑

器台

支脚

手捏土器

須恵器壺

短頸壺

台付長頸壺

台付壺

長頸壺

細頸壺

坦

大甕

甕

瓶

瓶

瓶

杯

鉢

鵡

横

平

提

高

台

台

椀

身
盤

怨

椀

付

器

焼

台

杯

3-107• 140, 

1-79• 134• 136, 2-33, 3-180·185• 191, 4-271• 276• 279• 280・ 

283• 288• 296, 5-30• 78• 113• 131, 7-253• 259• 264, 11-130, 

5-145, 

5-13, 

1-69• 78, 2-9, 3-107, 4-289, 5-35, 

4-289• 299, 7-256• 261, 11-132, 

2-63, 

1-79, 3-181• 185• 191, 4-271, 5-30• 35• 114, 11-127, 

1-83• 133, 5-22• 89• 104• 130• 135• 139・165, 7-262, 9-90, 

11-135, 

1-83• 131, 5-57• 77, 9-90, 

1-133, 4-299, 5-43• 77• 112, 

5-88, 

5-68• 77• 88, 13-37, 

5-88, 

5-111• 129, 

5-22• 53・139, 

1-72• 86・134, 3-119, 5-13·43·58• 78.• 89• 104• 130• 161·165• 

169• 175• 177, 7-264, 11-135, 

5-130, 

5-104・111, 9-90, 

5-89·113• 139, 9-90, 

1-133, 5-29·35·43• 62• 77• 89• 102• 115, 135• 145, 165・169, 

9-90, 

1-82• 131, 3-118, 5-13• 41• 53• 68·77• 102• 111 ・ 128·145•

160·165• 169, 9-90, 11-134, 

1-82, 

11-135, 

5-62, 11-134, 

1-131, 

3-108, 9-90, 

1-131, 7-262• 265, 11-134, 

1-72• 80・131, 2-'---61, 3-108• 109·111 ・ 113• 118• 119, 5-13• 21 _・ 

25 , 28• 34 , 41• 52• 57• 62• 67• 74• 87• 102·109• 120• 128• 134• 

138• 144• 159• 164• 167• 175• 265, 9-88• 101, 11-132, 
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杯蓋 1-72• 80• 131・135, 3-108• 109• 111 ・ 112• 113, 4-229, 5-12·19• 

有高台杯

埴輪

石 錘

砥 石

有孔石製品

土錘

土製円板

土製勾玉

木製二叉鍬

ふぐし状木製品

漆塗木製品

有孔板状木製品

杭状木製品

鉄鋤先

鉄斧

鉄鎌

惹

鉄鏃

鉄剣

鉄矛

金槌

直刀

刀子

鉄釘

短 甲

馬具類

帯金具

鞘尻

足金具

留具

鞍

26• 32• 41• 50• 56• 59• 66• 72• 86• 102·109·120• 123・127・ 

134• 136• 142• 157• 163• 166• 177• 265, 9-88, 11-132, 

3-115, 

1-107, 11-135, 13-9, 

4-----:301, 11-136, 

3-108• 111・181,4-302, 7-261, 

11-136, 

4-301, 11-136, 

4-303, 

4-302, 

4-301, 

4-301, 

4-301, 

4-301, 

4-301, 

5-46, 

1-128, 9-99, 

3-108, 7-261, 

1-130, 

1-126, 5-15• 30• 79• 91• 170, 7-261, 9-97• 100, 13-17, 

2-32, 13-17, 

1-130, 

1-128, 

1-128, 13-17, 

1-128, 5-37• 43• 91・170,7-261, 9-88• 97, 

5-37• 44• 59• 80• 94• 105, 

2-25, 

1-130• 91, 13-19, 

5-15, 13-19, 

5-91, 

5-91, 

5-94, 13-19, 

13-18, 
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鋸状鉄製品

楔状鉄製品

不明金具

銅釧

耳環

管玉

碧玉製管玉

ガラス製丸玉

滑石製管玉

ガラス製小玉

滑石製勾玉

蛇紋岩製勾玉

滑石製小玉

青銅製丸玉

滑石製模造鏡

自然遣物

自然科学系の調査

5-94, 

5-94, 

1-130, 5-104, 

1-126, 

1-126, 5-15• 23• 79• 89• 101 ・ 165• 170• 183, 9-88, 

7-256, 

1-126, 9-88• 94, 

1-125, 5-89, 9-88• 95, 

5-46, 

1-17, 7-261, 9-88• 95, 

2-42, 5-46, 

12-114, 

1-117, 2-44, 5-46, 

9-95, 

11-136, 

1-86, 

5-206, 

歴 史 時 代

住居跡

方形竪穴遣構

不整形竪穴

竪穴状遣構

掘立柱建物

柵列

製鉄炉跡

配石遣構

土渡

方形区画溝

ヒ゜ット状遣構

張り出し遮構

溝状追構

土城墓

木棺器

火葬墓

3-143• 146• 147, 

2-90• 93• 95, 3-148, 

2-93, 7-274• 275, 

11-136, 

1-87, 2-64• 66• 67• 85• 86·87• 90• 95, 3-137• 141・142,4-312 

313• 314• 317, 7-266• 267• 269• 270• 271• 272• 273, 12-126• 

127• 129, 

3-135, 7-272, 

7-276, 

1-54・56, 

12-121 ・ 124·126• 23• 25, 

2-83・94, 

12-27, 

2-84・85・94・95, 

2-83・96・97, 4-317・318, 7-276• 278・279, 11-136, 12-169・20 

21• 22・23, 13-26• 51• 59, 

1-115, 3-135, 5-185, 9-107・147, 

1-115, 3-126, 5-185, 

9-109, 
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石積遺構

不明溝状遣構

自然科学系の調査

土師器壺

8-142, 

2-7, 3-199, 

7-293, 13-27, 

3-129, 

高台付椀

.lill 

3-129, 4-321, 5-16• 161, 7-280, 11-137, 

1-139, 2-105, 3-130• 145• 149• 152• 191, 4-321, 5__:43, 7-280, 

9-107・109, 

小皿 1-87, 2-10• 67, 5-146, 12-129• 21·22• 23• 25• 28• 29, 

杯 2-10• 67• 105, 3-150• 153• 19'1, 4-323, 5-16• 146• 161・175,

7-278• 282, 11-137• 134, 12-122·21• 25• 28, 

揺鉢 2-10• 67• 109, 

痰 12-122,

高台付杯 2-67, 

托 2-107,12-137, 

内黒土師器 12-22, 

土鍋 2-107, 5-68, 

湯釜 2-67• 107, 

土師質杯 5-97・165, 

土鍋 3→ 54, 4-328, 5-97, 11-144, 

揺鉢 3-154• 191, 4-328, 

湯釜 7-282, 

火舎 3-161, 

黒色土器 11-140, 12-29, 

瓦器 椀 11-140, 12-137, 

瓦質土器高台付椀 7-282, 

土鍋 3ー151,← 328, 5-97, 11-144, 
揺鉢 4-328, 5-97, 7-283, 

湯釜 4-330, 

火鉢（火舎） 2-110, 4-330, 

托 7-282,

軒丸瓦（飛烏・奈良） 4-318, 11-141 

丸瓦( // ) 2-34, 3-151, 4-320, 7-280, 11-141, 12-138, 

平瓦( // ) 3→ 34• 151, 4-320, 7-280, 11-141, 12-138, 13-27, 

丸瓦（中世） 2-68, 

埴 12-29,

平瓦 2-68, 3-151, 12-138, 

- 94 -



須恵器杯蓋

杯身

4-324, 12-133• 135, 13-56・65, 

4-324, 12-135, 13-26, 

椀

托

1-135, 12-135, 13-26·56• 65, 

12-21, 

紺 12-135, 

白磁 誼． 3-154, 

皿 3-154, 4-332, 7-278・283, 

高台付椀

青磁 皿

1-139, 3-154, 4-332, 7-283, 11-144, 12-21• 27• 138, 13-33, 

1-139, 3-145• 147・150・159, 4-334, 7-285, 

長胴壺 5-97, 

高台付椀 1-139, 2-110, 3-147• 150, 4-334, 5-16, 7-275・278,280,285, 

青白磁椀

合子

陶器短頸壺

甕

揺鉢

湯釜

12-25• 138, 

7-285, 

3-145, 

1-141, 3-160, 

2-110, 

2-110, 7-283, 

11-144, 

緑釉陶器高台付椀 11-144, 12-137, 

石錘 3-101, 

石臼 2-114, 

石鍋 5-97, 7-26, 11-147, 

砥石 2-112, 3-147, 7-270, 

人形状土製品 5-219, 

板状土製品 5-216, 

土鈴 5-516, 

人面・獣形土製品 5-35, 

有孔板状木製品 11-147, 

柄を有した角材 11-149, 

板材 11-149, 

瓢容器 12-124, 

木簡及び短冊形木製品 12-110, 

木製下駄 12-124, 

高台付椀 2-11, 

木棺材 3-133, 5-215, 

鉄器紡錘 3-128, 

刀子 3-128,. 5-185, 

鉄釘 1-141, 3-130, 5-187, 

鉄庖丁 5-94, 9-122, 
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緊状鉄器

煙管吸口

鉄利器

鉄錐

鉄滓

羽 ロ・

青銅器六花鏡

八稜鏡

皇宋通賓

水晶製垂飾玉

人骨

骨製品

石畳滋構

程石塞

近世墓

痴棺塞

木棺（桶）築

墓標（碑）

土瓶

茶椀

陶磁器皿

灯明皿

香焚

珠数

櫛（ツゲ）

竹筒

革製煙管入れ

寛永通賓

煙管

足袋（銅製ハゼ）

古銭・冥銭

鉄瓶

人骨

5-95, 

5-95, 

5-187, 

5-185, 

3-163, 5-206• 212• 213, 7-276, 

3-165, 

1-115, 

3-127, 

1-56, 

5-185, 

3-135, 

12-140, 

近 世

8-142, 

1-46, 

1-36~42, 9-109·110• 114• 122• 138• 146, 

9-110• 114·138·139• 147, 

9-109• 114, 

1-36·38·43• 46・47, 9-109• 110• 114·122• 138• 147, 

9-122• 138• 114• 140• 149, 

9-114, 

9-150, 

9-114, 

9-114, 

9-150, 

9-150, 

9-110, 

9-150, 

3-161, 5-72, 

9-150, 

9-150, 

9-109• 110·114• 144·146• 150, 

9-150, 

9-114, 
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鞍手地方の追跡の環境

鞍手地区主要遺跡地名表

鞍手地方遣跡分布図

春日・那珂川地区の遣跡の環境

春日・那珂川地区遣跡地名表

春日・那珂川地区追跡分布図

春日・那珂川地区先土器時代遣跡地名表

春日・那珂川地区先土器・縄文時代造跡地名表

春日・那珂JI!地区縄文時代遣跡分布図

春日・那珂川地区縄文時代遣跡地名表

梶原川流域縄文時代遺跡分布図

春日・那珂川地区古墳時代地名表

春日・那珂川町地区の古墳時代追跡分布圏

春日・那珂川地区古填時代遺跡地名表

春日・那珂JI!地区の古墳時代遣跡分布図

春日・那珂川地区歴史時代遥跡地名表

春日・那珂川地区歴史時代遺跡分布図

1-12, 

1-14, 

1-折込み(14-15)

1-16, 

1-27, 

1-折込み(26-27)

3-36, 7-18, 

8-7, 

4一折込み(6-7)

4-7, 

4ー付図 1

2-19, 

2-折込み(18-19)

5-192, 

5一折込み(194-195)

2咽 :1,

2一折込み(80-81)
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埋蔵文化財調査報告

-m-

付図

Fig. 7 音丸城遺跡地形実測図（縮尺 1:500) 

Fig.24 音丸城遺跡字図（縮尺1:1000) 

1 9 7 8 

福岡県教育委員会



Fig. Z 音丸城遺跡地形実測図（鞍手郡鞍手町新北）

ロ撮影昭和50年7月 座標系第n系

測 図 昭和5~9月オートグラフA7, ステレオプロッターAB 等高線間隔 tm 

現調 昭和成年9月 9 10 

I : 500 
50 100~ 



u
g
 ．
 ．

 

r
o
 

， I d,""'" "l 
鬱1響●●●鯛

奮口蠣賣..
lfU• 日．．． ..,_いa~•,,~r·mu•-•~~=: : ロ

冑

(::i直豆滋雌口）図中鞄駆弊韮旱~gi·~!.::I




